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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

本標準はＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１において制定された私設総合サービス網における呼完了付加サービ

スに関連する標準ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８７０第３版（２００３）に準拠している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

本標準では国内公衆網の実態を考慮し、国際標準のＳＳ－ＣＣにおける「公衆ＩＳＤＮ網とのインタワ

ーキング」に関しては将来検討とした。 

なお、国際標準において編集上の誤りと考えられる点については修正すると共に本文中にその旨を「注

記」として明記した。 

 

３．改定の履歴 

 

版 数        制  定  日           改  定  内  容 

第 1版 １９９７年１１月２６日   制  定 

第２版 ２００４年 ４月２０日  国際標準の修正を反映した。 

第３版 ２００４年 ４月２０日 国際標準の修正（ITU-Tにて ASN.1が改版 

（ITU-T Rec.X208,209→X.680,690））を 

反映した。 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 
５．その他 

（１）参照している勧告、標準等 

ＩＴＵ－Ｔ勧告：  Ｉ．１１２, Ｉ．１３０, Ｉ．２１０, Ｑ．９５０, Ｚ．１００ 

ＩＳＯ／ＩＥＣ標準：ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７４, ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１, 

    ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６６ 

ＴＴＣ標準：    ＪＳ－１１５７２， ＪＳ－１１５８２, ＪＳ－１３８７３,  

    ＪＴ－Ｑ９３１－ａ 

（２）他の国内標準との関連 

   なし。 

 

６．標準作成部門 

  第１版 ： 第三部門委員会 第一専門委員会 

  第２版 ： 企業ネットワーク専門委員会 

  第３版 ： 企業ネットワーク専門委員会 
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 前 書 
ＩＳＯ（国際標準化機構）とＩＥＣ（国際電気標準化会議）は、世界的標準化のため専門的なシステム１

を組織化したものである。ＩＳＯまたはＩＥＣのメンバとなっている各国団体は、特定の技術活動分野を扱

う個別の組織により設立された技術委員会を通じて国際標準の発展に参加している。ＩＳＯとＩＥＣの技術

委員会は、共通の関心分野で協力している。他の国際機関、政府そして非政府もまたＩＳＯとＩＥＣと連絡

を取り合ってこの作業に加わっている。情報技術分野において、ＩＳＯとＩＥＣは合同技術委員会、つまり

ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１を設立した。 

 

国際標準はＩＳＯ／ＩＥＣ Ｐａｒｔ２の指示により与えられた規則に沿って立案される。 

合同技術委員会の主な業務は国際標準を準備することである。合同技術委員会により採用された国際標準案

は、投票のため各国団体に照会される。国際標準として発行するには投票した各国団体の少なくとも７５％

の賛成が必要である。 

 

この資料の要素のいくつかは特許の主題であるかも知れないことに注意しなければならない。ＩＳＯとＩ

ＥＣは一部あるいは全ての特許権の識別にたいして責任を負わない。 

 

国際標準ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８７０は、国際機関であるＩＳＯとＩＥＣの承認と平行して、ＥＣＭＡ（Ｅ

ＣＭＡ－１８６として）に準備され、特別な“fast-track 手続き”の下に情報技術を扱う合同技術委員会Ｉ

ＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１により採用された。 

 

 

序 文 
本標準は、私設サービス網に適用するサービスと信号プロトコルを定義する標準シリーズの一つである。

このシリーズはＩＴＵ－Ｔで開発したＩＳＤＮの概念を使用し、ＩＳＯにより定義されている開放型システ

ム間相互接続に準拠している。 

 

本標準は呼完了付加サービスについて定義している。 
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１．規定範囲 
本標準は、私設総合サービス網（ＰＩＳＮ）の中で接続された私設総合サービス網交換機（ＰＩＮＸ）の

間のＱ参照点において呼完了付加サービスをサポートするための信号手順を定義するものである。 呼完了

付加サービスは、ビジー時再呼出付加サービス（ＳＳ－ＣＣＢＳ）と無応答時再呼出付加サービス（ＳＳ－

ＣＣＮＲ）である。 

 

ＳＳ－ＣＣＢＳは発ユーザＡがビジーのあて先ユーザＢに遭遇した後、ユーザＢがビジーではなくなった

時に新しい呼を作らずに、呼を完成させることを可能にするものである。 

 

ＳＳ－ＣＣＮＲは発ユーザＡが無応答のあて先ユーザＢに遭遇した際、ある動作の後にユーザＢがビジー

でなくなった時、新しい呼を作らずに、呼を完成させることを可能にするものである。 

 

Ｑ参照点は、ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１で定義されている。 

 

サービス仕様は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０で定義される方法により 3ステージで構成される。 本標準

はＱ参照点のステージ 3の仕様を含んでいて、ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６６におけるステージ 1とステージ 2

仕様によって認識される要求条件を満足する。 

 

ＳＳ－ＣＣＢＳとＳＳ－ＣＣＮＲのためのプロトコルはＪＳ－１１５７２注記 で定義されている基本回線

交換呼制御のための信号プロトコル上で動作し、そしてＪＳ－１１５８２で定義された付加サービスの制御

のための汎用手順のある特定の局面を使う。 

 

本標準はまたＳＳ－ＣＣと他の付加サービスまたはＡＮＦの間のＱ参照点における相互作用サポートの

ために追加の信号プロトコル要求条件を定義している。 

 

本標準は、ＰＩＳＮを形成するために相互に接続されたＰＩＮＸに適用する。 

 

２．適 合 
本標準に適合するために、ＰＩＮＸは付属資料Ａによるプロトコル実装適合性宣言（ＰＩＣＳ）様式で確

認する要求条件を満足する必要がある。 

 

３．参考文献 
以下に参照している資料はこの資料を適用するために不可欠である。日付が書かれた参照については引用

された版だけを適用する。日付がない参照については、どのような修正が含まれていても最新の版を適用す

る。 

 

                                                                 

注記 ：本標準の全ての範囲において用語“ＪＳ－１１５７２”は同等機能を有する標準“ＪＴ－Ｑ９３１

－ａ”と読み替えて適用することが可能である。 
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ＪＳ－１１５７２:  

 2003、私設総合サービス網（回線交換ベアラサービス） － ＰＢＸ間プロトコル レイ

ヤ 3仕様 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７４:  

 1994、電気通信とシステム間の情報交換 － 私設総合サービス網 － 回線交換 64kbit/s

ベアラサービス － サービス記述、機能モデルと情報フロー 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１:  

 1994、電気通信とシステム間の情報交換 － 私設総合サービス網 － 参照構成 － Part

１:ＰＩＳＮ交換機（ＰＩＮＸ） 

ＪＳ－１１５８２:  

 2003、私設総合サービス網（付加サービスのための汎用機能手順） － ＰＢＸ間信号プ

ロトコル仕様 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６６:  

 1995、電気通信とシステム間の情報交換 － 私設総合サービス網 － 機能モデルと情報

フローの記述 － 呼完了付加サービス 

ＪＳ－１３８７３: 

 2003、私設総合サービス網（着信転送付加サービス） － ＰＢＸ間信号プロトコル仕様 

ＩＴＵ－Ｔ 勧告 Ｉ．１１２:  

 1988、ＩＳＤＮ用語［ブルーブック、第Ⅲ巻、Ⅲ.７分冊］ 

 
ＩＴＵ－Ｔ 勧告 Ｉ．１３０:  

1988、 ＩＳＤＮにより提供される電気通信サービスの定義方法とＩＳＤＮ網機能 

［ブルーブック］ 

ＩＴＵ－Ｔ 勧告 Ｉ．２１０:  

 1988、ＩＳＤＮにより提供される電気通信サービスの原則とそれらの記述方法［ブルー

ブック］ 

ＩＴＵ－Ｔ 勧告 Ｑ．９５０:  

 1993、デジタル加入者線信号方式 No. １（ＤＳＳ１） － 付加サービス手順、構造と一

般原則 

ＩＴＵ－Ｔ 勧告 Ｚ．１００:  

 1988、仕様記述言語［ブルーブック］ 

 

４．定 義 
本資料では以下の用語と定義を適用する。 

 

４.１ 外部定義 

本標準では他の標準で定義された次の用語を使用する。 

 

－ アプリケーションプロトコルデータユニット（ＡＰＤＵ） （ ＪＳ－１１５８２ ） 

－ 基本サービス （ ＩＴＵ－Ｔ 勧告 Ｉ．２１０ ） 

－ 完結番号 （ ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７１ ） 

－ 入ゲートウェイＰＩＮＸ （ ＪＳ－１１５７２ ） 

－ インタプリテーションＡＰＤＵ （ ＪＳ－１１５８２ ） 

－ ネットワークファシリティ拡張子（ＮＦＥ） （ ＪＳ－１１５８２ ） 

－ 発ＰＩＮＸ （ ＪＳ－１１５８２ ） 

－ 出ゲートウェイＰＩＮＸ （ ＪＳ－１１５７２ ） 
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－ 私設総合サービス網（ＰＩＳＮ） （ ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１ ） 

－ 私設総合サービス網交換機（ＰＩＮＸ） （ ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１ ） 

－ 信号（signalling） （ ＩＴＵ－Ｔ 勧告 Ｉ．１１２ ） 

－ 付加サービス （ ＩＴＵ－Ｔ 勧告 Ｉ．２１０ ） 

－ 付加サービス制御エンティティ （ ＪＳ－１１５８２ ） 

－ 着ＰＩＮＸ （ ＪＳ－１１５８２ ） 

－ 中継ＰＩＮＸ （ ＪＳ－１１５８２ ） 

－ ユーザ （ ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７４ ） 

 

４.２ 他の定義 

４.２.１ ＣＣ呼 

ＣＣ要求実行の過程で、パス確保の有無にかかわらずユーザＡからユーザＢへの以前に不成功となった呼

をユーザＡに代わって再起動すること。 

 

４.２.２ ＣＣ要求 

ＳＳ－ＣＣＢＳあるいはＳＳ－ＣＣＮＲのインスタンス。 

 

４.２.３ コネクション解放 

ＳＳ－ＣＣ開始直後の呼と独立した信号コネクションを解放し、サービスの次フェーズで呼と独立した信

号コネクションの確立を行うこと。 

 

４.２.４ コネクション保持 

ＳＳ－ＣＣの全行程を通じて、呼と独立した信号コネクションを一つしか使用しないこと。 

 

４.２.５ パス確保 

ユーザＡがＳＳ－ＣＣリコールに応答した時に利用可能なＰＩＳＮ内の回線をＳＳ－ＣＣリコール前の

発ＰＩＮＸから着ＰＩＮＸへの基本呼設定により予約すること。 

 

４.２.６ サービス保持 

ユーザＢが再びビジーのためにＣＣ呼が失敗した後もＣＣ要求を続けるオプションの能力。 
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５．略語一覧 
 

ＡＰＤＵ  Application Protocol Data  Unit 

   アプリケーションプロトコルデータユニット 

ＡＳＮ．１  Abstract Syntax Notation 1 

  抽象構文記法１ 

ＣＣ  Call Completion 

  呼完了 

ＩＳＤＮ  Integrated Services Digital  Network 

  サービス総合ディジタル網 

ＭＳＩ  Manufacturer Specific  Information 

  製造者特有情報 

ＮＦＥ  Network Facility Extension 

  ネットワークファシリティ拡張子 

ＰＩＣＳ  Protocol Implementation Conformance Statement 

  プロトコル実装適合性宣言 

ＰＩＳＮ  Private Integrated Services  Network 

  私設総合サービス網 

ＰＩＮＸ  Private Integrated Services Network Exchange 

  私設総合サービス網交換機 

ＳＤＬ  Specification and Description Language 

  仕様記述言語 

ＳＳ－ＣＣ Supplementary Service Completion of Calls 

  (i.e. ＳＳ－ＣＣＢＳ or ＳＳ－ＣＣＮＲ) 

  呼完了付加サービス（すなわちＳＳ－ＣＣＢＳあるいはＳＳ－ＣＣＮＲ） 

ＳＳ－ＣＣＢＳ Supplementary Service Completion of Calls to Busy Subscribers 

  ビジー時再呼出付加サービス 

ＳＳ－ＣＣＮＲ Supplementary Service Completion of Calls on No Reply 

  無応答時再呼出付加サービス 

ＴＥ  Terminal Equipment 

  端末装置 
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６．ＳＳ－ＣＣＢＳ とＳＳ－ＣＣＮＲ のサポートのための信号プロトコル 
６.１ ＳＳ－ＣＣＢＳ／ＣＣＮＲの概要 

ビジー時再呼出（ＳＳ－ＣＣＢＳ）は、被呼ユーザＢのビジーに遭遇した場合にＰＩＳＮがユーザＢをモ

ニタして、ユーザＢがビジーではなくなった時に発ユーザＡにそれを通知することをユーザＡが要求できる

ようにする付加サービスである。ユーザＡがその通知に応答するとＰＩＳＮはユーザＢへの呼を完結させる。 

 

無応答時再呼出（ＳＳ－ＣＣＮＲ）は、被呼ユーザＢが応答しない場合にＰＩＳＮがユーザＢをモニタし

て、ユーザＢがある期間の端末使用後にビジーではなくなった場合に、発ユーザＡにそれを通知することを

ユーザＡが要求できるようにする付加サービスである。ユーザＡがその通知に応答するとＰＩＳＮはユーザ

Ｂへの呼を完成させようとする。 

 

注 － ユーザＢの端末におけるどの動作がユーザＡへの“Ｂはビジーではない”という通知となるかは、

本標準の対象外である。 

 

これらの付加サービスは、ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７４で定義したすべての基本サービスに適用できる。 

 

６.２ ＳＳ－ＣＣの要求条件 

６.２.１ 発ＰＩＮＸにおける要求条件 

ＪＳ－１１５７２で定義されたＰＩＮＸ間リンクの出側のための呼確立手順と呼解放手順が、適用される。 

 

エンドＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義された付加サービスの呼と関連した制御の汎用手順が

適用される。さらに発ＰＩＮＸと着ＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義された付加サービスの呼と独

立した制御（コネクションオリエンテッド）の汎用手順が適用される。 

 

６.２.２ 着ＰＩＮＸにおける要求条件 

ＪＳ－１１５７２で定義されたＰＩＮＸ間リンクの入側のための呼確立手順と呼解放手順が適用される。 

 

エンドＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義された付加サービスの呼と関連した制御の汎用手順が

適用される。 

さらに発ＰＩＮＸと着ＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義された付加サービスの呼と独立した制

御（コネクションオリエンテッド）の汎用手順が適用される。 

 

６.２.３ 中継ＰＩＮＸにおける要求条件 

ＪＳ－１１５７２で定義された中継ＰＩＮＸにおける呼確立と呼解放のための基本呼手順が、適用される。 

 

注 － 中継ＰＩＮＸで基本呼タイマＴ３１０を使用すると、タイマ値が短すぎる場合に、確保されたパス

の早すぎる解放を起こすことになる。このため、本標準はタイマＴ３１０を止めるために、インバ

ンドトーンやアナウンスが適用できる状態でなくても、着ＰＩＮＸによってＩＴＵ－Ｔ経過内容 

#8“インバンド信号による情報ないし適切なパターンが利用可”を送信する事を明確にする。注記  

 

中継ＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義された付加サービスの呼と関連した制御と呼と独立した

                                                                 

注記 ：本要求条件を必要とする着ＰＩＮＸの要求条件に関しては 6.5.3.1.6節を参照のこと。 

 － 9 － ＪＳ－１３８７０ 



 

制御（コネクションオリエンテッド）のための汎用手順が適用される。 

 

６.３ ＳＳ－ＣＣのコーディング要求条件 

６.３.１ オペレーション 

表１の抽象構文法１（ＡＳＮ．１）で定義されるオペレーションが適用される。記法はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．

６８０／Ｘ．６９０に従う。 

表１/JS-13870 － ＳＳ－ＣＣをサポートするためのオペレーション 

_____________________________________________________________ 

 

 
SS-CC-Operations-asn1-97 { iso (1) standard (0) pss1-call-completion (13870) operations-asn1-97 (1)} 
DEFINITIONS EXPLICIT TAGS ::= 
BEGIN 
IMPORTS 

OPERATION, 
ERROR 

FROM Remote-Operations-Information-Objects 
{ joint-iso-itu-t remote-operations (4) informationObjects(5) version1 (0)} 
 
EXTENSION, Extension{} 

FROM Manufacturer-specific-service-extension-class-asn1-97 
{ iso( 1) standard( 0) pss1-generic-procedures( 11582) msi-class-asn1-97( 11) } 
 
PSS1InformationElement 

FROM PSS1-generic-parameters-asn1-97 
{ iso standard pss1-generic-procedures (11582) pss1-generic-parameters-asn1-97(17)} 
 
PartyNumber, 
PartySubaddress, 
PresentedNumberUnscreened 

FROM Addressing-Data-Elements-asn1-97 
{iso standard pss1-generic-procedures (11582) addressing-data-elements-asn1-97 (20)} 
 

supplementaryServiceInteractionNotAllowed 
FROM General-Error-List 

{ ccitt (0) recommendation (0) q 950 general-error-list (1) } ; 
 

CC-Operations OPERATION ::= {ccbsRequest | ccnrRequest | ccCancel | ccExecPossible | ccPathReserve | 
ccRingout | ccSuspend | ccResume } 

ccbsRequest OPERATION ::= { 
ARGUMENT  CcRequestArg 
RESULT  CcRequestRes 
ERRORS{ 

shortTermRejection | 
longTermRejection | 
unspecified | 
supplementaryServiceInteractionNotAllowed 

} 
CODE  local: 40 
} 

 
ccnrRequest OPERATION ::= { 

ARGUMENT  CcRequestArg 
RESULT   CcRequestRes 
ERRORS{ 

shortTermRejection | 
longTermRejection | 
unspecified | 
supplementaryServiceInteractionNotAllowed 

} 
CODE  local: 27 
} 
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ccCancel OPERATION ::= { 
ARGUMENT   CcOptionalArg 
RETURN RESULT   FALSE 
ALWAYS RESPONDS  FALSE 
CODE l   ocal: 28 
} 

 
ccExecPossible OPERATION ::= { 

ARGUMENT   CcOptionalArg 
RETURN RESULT  FALSE 
ALWAYS RESPONDS  FALSE 
CODE    local: 29 
} 
 

ccPathReserve OPERATION ::= { 
ARGUMENT   CcExtension 
RESULT    CcExtension 
ERRORS { 

remoteUserBusyAgain | 
failureToMatch | 
failedDueToInterworking | 
unspecified 
} 

CODE    local: 30 
} 

ccRingout OPERATION ::= { 
ARGUMENT  CcExtension 
RETURN RESULT  FALSE 
ERRORS{ 

remoteUserBusyAgain | 
failureToMatch | 
unspecified 
} 

ALWAYS RESPONDS  FALSE 
CODE    local: 31 
} 

 
ccSuspend OPERATION ::= { 

ARGUMENT   CcExtension 
RETURN RESULT   FALSE 
ALWAYS RESPONDS  FALSE 
CODE    local: 32 
} 

 
ccResume OPERATION ::= { 

ARGUMENT   CcExtension 
RETURN RESULT   FALSE 

ALWAYS RESPONDS FALSE 
CODE    local: 33 
} 

 
－ＣＣデータタイプのための型定義 
CcRequestArg ::= SEQUENCE { 

numberA   PresentedNumberUnscreened, 
numberB    PartyNumber, 
service    PSS1InformationElement, 

-- 許されている情報要素は 

-- 伝達能力,低位レイヤ整合性,高位レイヤ整合性 
subaddrA   [10] PartySubaddress OPTIONAL, 
subaddrB   [11]  PartySubaddress OPTIONAL, 
can-retain-service   [12]  IMPLICIT BOOLEAN DEFAULT FALSE, 
retain-sig-connection  [13]  IMPLICIT BOOLEAN OPTIONAL, 

-- TRUE: 信号コネクション保持; 
-- FALSE: 信号コネクション開放 
-- 省略: 進行コネクション開放または保持 

extension   CcExtension  OPTIONAL 
} 
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CcRequestRes ::= SEQUENCE{ 

no-path-reservation   [0]  IMPLICIT BOOLEAN DEFAULT FALSE, 
retain-service   [1]  IMPLICIT BOOLEAN DEFAULT FALSE, 
extension   CcExtension OPTIONAL 

} 
 

CcOptionalArg ::= CHOICE{ 
fullArg    [0] IMPLICIT SEQUENCE { 

numberA PartyNumber, 
numberB  PartyNumber, 
service  PSS1InformationElement, 
-- 許される情報要素は 
-- 伝達能力 
-- 低位レイヤ整合性 
-- 高位レイヤ整合性 

subaddrA [10] PartySubaddress  OPTIONAL, 
subaddrB [11] PartySubaddress  OPTIONAL, 
extension CcExtension OPTIONAL 
}, 

extArg    CcExtension 
} 

 
CcExtension ::= CHOICE { 

none    NULL, 
single    [14] IMPLICIT Extension{{CCExtSet}}, 
multiple    [15] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension{{CCExtSet}} 

} 
 
CCExtSet  EXTENSION ::= {...} 
 
--エラーのための定義 
 
unspecified ERROR ::= { 

PARAMETER  Extension{{CCExtSet}} 

CODE   local: 1008 
} 

 
shortTermRejection   ERROR ::= { CODE local: 1010} 
longTermRejection   ERROR ::= { CODE local: 1011} 
remoteUserBusyAgain  ERROR ::= { CODE local: 1012} 
failureToMatch   ERROR ::= { CODE local: 1013} 
failedDueToInterworking  ERROR ::= { CODE local: 1014} 
 
END – SS-CCオペレーション-asn1-97の終了 
_____________________________________________________________ 

 － 12 － ＪＳ－１３８７０ 



 

６.３.２ 情報要素 

６.３.２.１ ファシリティ情報要素 

6.3.1 節で定義されたオペレーションはＪＳ－１１５８２の 11.3.3 節に従ってファシリティ情報要素の中

にコード化される。 

 

ファシリティ情報要素は常にＮＦＥを含んでいる。インボークＡＰＤＵを含むファシリティ情報要素が送

られる時、ＮＦＥの destinationEntity要素は、 “ endPINX " 値を含んでいる。 

 

ccPathReserve イ ン ボ ー ク Ａ Ｐ Ｄ Ｕ を 含 む フ ァ シ リ テ ィ 情 報 要 素 は 、 

“ clearCallIfAnyInvokePduNotRecognised ” 値のインタプリテーションＡＰＤＵをも含んでいる。その他のすべ

ての場合においてインタプリテーションＡＰＤＵは、 省略されるか、“ rejectAnyUnrecognisedInvokePdu ” 値

を含むかのどちらかである。 

 

PSS1InformationElement 型要素の中の情報要素（例えば伝達能力）はＪＳ－１１５７２に従ってコード化

される。 

 

６.３.２.２ 他の情報要素 

その他の情報要素（例えば発番号、着番号）はＪＳ－１１５７２とＪＳ－１１５８２の規則に従ってコー

ド化される。 

 

６.３.３ メッセージ 

ファシリティ情報要素は、ＪＳ－１１５８２の 10章で定義されるメッセージで運ばれる。 

 

６.４ ＳＳ－ＣＣ状態定義 

６.４.１ 発ＰＩＮＸの状態 

発ＰＩＮＸのための手順は特定のＣＣ要求に関連するＰＩＮＸでＳＳ－ＣＣ付加サービス制御エンティ

ティの中にある以下の概念的な状態を示す用語で書かれる。 

 

６.４.１.１ ＣＣ-空き（ＣＣ-Ｉdle） 

ＳＳ－ＣＣがアクティブではない状態。 

 

６.４.１.２ ＣＣ-起動-ユーザＡ -コネクション保持（ＣＣ-Ｉnvoked-Ｕser-Ａ-ＲＥＴ） 

コネクション保持方式を使ってＣＣ要求を行った後、ユーザＢがビジーではないという通知を待っている

状態。 

 

６.４.１.３ ＣＣ-起動-ユーザＡ -コネクション解放（ＣＣ-Ｉnvoked-Ｕser-Ａ-ＲＬＳ） 

コネクション解放方式を使ってＣＣ要求を行った後、ユーザＢがビジーではないという通知を待っている

状態。 

 

６.４.１.４ ＣＣ-パス設定（ＣＣ-Ｐath-Ｓetup） 

パス確保要求中の状態。 
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６.４.１.５ ＣＣ-リングアウト（ＣＣ-Ｒingout） 

ユーザＡはＳＳ－ＣＣリコールを受け付けたが、ユーザＢへの呼完了がまだ実行されていない状態。 

 

６.４.１.６ ＣＣ-中断-ユーザＡ （ＣＣ-Ｓuspended-Ｕser-Ａ） 

パス非確保のＣＣ呼が、ユーザＡビジーのために実行を延期された状態。 

 

６.４.１.７ ＣＣ-起動確認待ち（ＣＣ-Ｗait-ＡＣＫ） 

ＳＳ－ＣＣ起動要求中の状態。 

 

６.４.１.８ ＣＣ-ユーザＡ応答待ち-パス非確保（ＣＣ-Ｗait-Ｕser-Ａ-Ａnswer-Ｎ） 

パス非確保でユーザＡからのＳＳ－ＣＣリコール応答を待っている状態。 

 

６.４.１.９ ＣＣ-ユーザＡ応答待ち-パス確保（ＣＣ-Ｗait-Ｕser-Ａ-Ａnswer-Ｒ） 

パス確保後にユーザＡからのＳＳ－ＣＣリコール応答を待っている状態。 

 

６.４.１.１０ ＣＣ-ユーザＡ空き待ち（ＣＣ-Ｗait-Ｕser-Ａ-Free） 

ユーザＡビジーのためにパス確保が延期されている状態。 

 

６.４.２ 着ＰＩＮＸの状態 

着ＰＩＮＸのための手順は特定のＣＣ要求に関連するＰＩＮＸでＳＳ－ＣＣ付加サービス制御エンティ

ティーの中にある以下の概念的な状態を示す用語で書かれる。 

 

６.４.２.１ ＣＣ-空き（ＣＣ-Ｉdle） 

ＳＳ－ＣＣがアクティブではない状態。 

 

６.４.２.２ ＣＣ-呼完了待ち（ＣＣ-Ａwait-Ｃall-Ｃompletion） 

ユーザＢがビジーではないことを通知した後の入ＣＣ呼を待っている状態。 

 

６.４.２.３ ＣＣ-起動-ユーザＢ （ＣＣ-Ｉnvoked-Ｕser-Ｂ） 

ＣＣ要求の受信の結果としてユーザＢがモニタされている状態。 

 

６.４.２.４ ＣＣ-パス確保完了（ＣＣ-Ｐath-Ｃomplete） 

パス確保に成功し、ＣＣ呼がまだ実行されていない状態。 

 

６.４.２.５ ＣＣ-中断-ユーザＢ（ＣＣ-Ｓuspended-Ｕser-Ｂ） 

ユーザＡビジーのためにＣＣ呼の実行が延期されている状態。 

 

６.４.２.６ ＣＣ-ユーザＢ呼出待ち（ＣＣ-Ｗait-Ｕser-Ｂ-Ａlert） 

ＣＣ呼がユーザＢに接続された後、呼出あるいは応答を待っている状態。 

 

６.５ ＳＳ－ＣＣ信号手順 

以下の手順は呼と関連した信号および呼と独立した信号の組み合わせである。後者はＪＳ－１１５８２で

定義されたコネクションオリエンテッドＡＰＤＵ転送機構を使い、付加サービス制御のための呼と独立した
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信号コネクションを提供する。 

すべてのＳＳ－ＣＣ制御情報は発ＰＩＮＸと着ＰＩＮＸの間で交換される。 

 

メッセージのシーケンス例を付属資料Ｃ注記 に示す。 

 

６.５.１ 主なオプション 

信号プロトコルは以下のオプションを含んでいる。これらのオプションは ccbsRequestと ccnrRequestのオ

ペレーションの引数とリザルトの中の特定の要素を使ってＳＳ－ＣＣ起動時に発ＰＩＮＸと着ＰＩＮＸ間

のやりとりで決められる。 

 

６.５.１.１ パス確保 

ＣＣ呼を確立するには２つの方式がある。 

 

パス確保方式 － ユーザＡがＳＳ－ＣＣリコールに応答後、網輻輳に遭遇するのを避けるため

に、リコールする前に発ＰＩＮＸと着ＰＩＮＸの間の回線を確立する方式。 

 

パス非確保方式 － ユーザＡがＳＳ－ＣＣリコールに応答した後、発ＰＩＮＸと着ＰＩＮＸの

間の回線を確立する方式。この場合、網輻輳に遭遇すると、サービスは中

止される。 

 

6.5.2 節で記述されるように、どちらの方式を使用するかは発ＰＩＮＸのオプションである。6.5.3 節で定

義されている手順は、両方の方式をサポートする着ＰＩＮＸから命令するものである。インターワーク状態

では、他のネットワークがパス確保方式をサポートしていない場合は、出ゲートウェイＰＩＮＸが、パス非

確保方式の使用を強制することができる。6.6節と 6.7節参照。 

 

６.５.１.２ 信号コネクションの保持 

ＳＳ－ＣＣには呼と独立した信号コネクションを使う 2つの方法がある。 

 

コネクション保持方式 － 信号コネクションはＳＳ－ＣＣの完了あるいは中止まで保持される。 

 

コネクション解放方式 － 信号コネクションは呼と独立した信号の各フェーズの後に解放され、

そして新しい信号コネクションが呼と独立した信号の次の各フェ

ーズのために確立される。 

 

パス確保方式を使用する場合は、上記の両方の方式が可能である。6.5.2節および 6.5.3節で定義した手順

は、着ＰＩＮＸに方式の決定をゆだねるが、可能なら、サービスがいつまでもネットワークリソースを専有

するのを避けるために、発ＰＩＮＸが、コネクション解放方式の使用を求めてもよい。同様に、6.7 節では

入ゲートウェイＰＩＮＸが他のネットワークとの互換性のためにコネクション解放方式の使用を求めても

よい。 

 

パス非確保方式を使用する場合は、コネクション保持が必要である。6.6節と 6.7節は入ゲートウェイＰＩ

ＮＸあるいは出ゲートウェイＰＩＮＸがコネクション保持方式で稼働する公衆網ＩＳＤＮや他のネットワ

                                                                 

注記 ：原文では付属資料Ｂとあるが実際のシーケンス例は付属資料Ｃにあるため修正した。 
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ークとの互換性のためにコネクション保持方式の使用を強制できる手段を提供する。 

６.５.１.３ サービス保持 

ユーザＢは、ユーザＡのＳＳ－ＣＣリコール応答後、ユーザＢ再ビジーを認識した場合、2 つの方式が可

能である。 

 

サービス保持方式 － ＣＣ要求は発ＰＩＮＸと着ＰＩＮＸ共に有効のまま残り、着ＰＩＮＸは

再びユーザＢのモニタを開始する。 

 

サービス解除方式 － ＣＣ要求は発ＰＩＮＸと着ＰＩＮＸにおいて中止される。 

 

いずれかのＰＩＮＸがサービス解除方式の使用を強制することができる。 両方のＰＩＮＸが一致した場

合は、サービス保持方式が使われる。 

 

６.５.２ 発ＰＩＮＸの動作 

付属資料ＤのＤ．１注記 1 に発ＰＩＮＸでの手順のＳＤＬ図を示す。 

 

６.５.２.１ 正常手順 

６.５.２.１.１ ＣＣＢＳ起動 

発ＰＩＮＸは、ユーザＡがＳＳ－ＣＣＢＳを要求し、発ＰＩＮＸが要求を認めた場合、6.5.2.1.3節に従っ

て ccbsRequestインボークＡＰＤＵを着ＰＩＮＸに送信する。 

 

注 － ＳＳ－ＣＣＢＳは呼がユーザＢのビジー状態に遭遇した際に要求される。その際の呼の解放は本標

準の範囲外である。 

 

発ＰＩＮＸは、ccbsRequestリターンリザルトＡＰＤＵを受信した場合、ＳＳ－ＣＣＢＳとして適切な値で

タイマＴ２を開始し、「CC-起動-ユーザＡ-コネクション保持注記2 」状態（コネクション保持方式の場合）あ

るいは「CC-起動-ユーザＡ-コネクション解放注記3 」状態（コネクション解放方式の場合）に遷移し、ユーザ

Ｂがビジーではなくなったという通知を待つ。 

 

６.５.２.１.２ ＣＣＮＲ起動 

発ＰＩＮＸは、ユーザＡがＳＳ－ＣＣＮＲを要求し、発ＰＩＮＸが要求を認めた場合、6.5.2.1.3 節に従っ

て ccnrRequestインボークＡＰＤＵを着ＰＩＮＸに送信する。 

 

注 － ＳＳ－ＣＣＮＲはユーザＢへの呼が無応答の場合に要求される。その際の呼の解放は本標準の範囲

外である。 

 

                                                                 
注記 1 ：原文では付属資料ＣのＣ．１とあるが誤りであるため修正した。 
注記 2 ：原文では “CC-Invoked-A-RET” であるが、6.4.1.2節に合わせ“CC-Invoked-User-A-RET”とした。 
注記 3 ：原文では “CC-Invoked-A-RLS” であるが、6.4.1.3節に合わせ“CC-Invoked-User-A-RLS”とした。 
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発ＰＩＮＸは、ccnrRequestリターンリザルトＡＰＤＵを受信した場合、ＳＳ－ＣＣＮＲとして適切な値で

タイマＴ２を開始し、「CC-起動-ユーザＡ-コネクション保持注記 1 」状態（コネクション保持方式の場合）

あるいは「CC-起動-ユーザＡ-コネクション解放注記 2 」状態（コネクション解放方式の場合）に遷移し、あ

る動作期間の後にユーザＢがビジーではなくなったという通知を待つ。 

 

６.５.２.１.３ ＳＳ－ＣＣ起動 － 手順の詳細 

ＪＳ－１１５８２の 7.3 節に従い、2 つのエンドＰＩＮＸの間に呼と独立した信号コネクションを確立す

る「呼設定」メッセージで ccbsRequestあるいは ccnrRequestインボークＡＰＤＵを含んでいるファシリティ

情報要素が送信される。「呼設定」メッセージは着番号情報要素にユーザＢの番号を含んでおり、そしてオ

プションとして発番号情報要素にユーザＡの番号を含んでいる。 

 

以下の情報は ccbsRequestあるいは ccnrRequestインボークＡＰＤＵの引数に含められる。 

 

･ オリジナル呼からの基本呼情報。 

 
－ numberA要素としてユーザＡの番号、あるいはそれが利用可能でない、または通知制

限されているという通知 

 
－ オプションとしてそしてもし可能ならば、subaddrA要素としてユーザＡのサブアドレ

ス 

 
－ numberB要素としてユーザＢの番号 

 
－ もし可能なら、subaddrB要素としてユーザＢのサブアドレス 

 
－ service要素に埋め込まれた伝達能力、低位レイヤ整合性（もし可能であるなら）と高

位レイヤ整合性（もし可能であるなら）の各情報要素 

 
･ オプションの retain-sig-connection要素は、次の規則に従う。 

 
－ パス非確保方式を使用するために、信号コネクションが保持されなければならないな

ら、要素は “ TRUE ” 値を含む。 

 
－ もし発ＰＩＮＸがパス確保方式を使用し、コネクション解放オプションを望むなら、

要素は “ FALSE ” 値を含む。 

 
－ もし発ＰＩＮＸがパス確保方式を使用し、コネクション解放オプションを望まないな

ら要素は省略される。 

 
･ 発ＰＩＮＸがサービス保持方式を使用できる場合、オプションの can-retain-service 要素は 

“ TRUE ” 値である。そうでなければ要素は省略されるか、あるいは “ FALSE ” 値をとる。 

 

発ＰＩＮＸは ccbsRequest／ccnrRequest インボークＡＰＤＵを送信した後、タイマＴ１を始動させ「CC-

起動確認待ち」状態に遷移する。 

 

発ＰＩＮＸは ccbsRequestあるいは ccnrRequestリターンリザルトＡＰＤＵの受信によりタイマＴ１を停止
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する。リザルトが “ TRUE ” 値の retain-service 要素を含んでいて、対応するインボークＡＰＤＵの引数に 

“ TRUE ” 値の can-retain-service要素が送られた場合、発ＰＩＮＸはサービス保持方式が使われることを記録

する。そうでなければ発ＰＩＮＸはサービス解除方式が使われることを記録する。リザルトが “ TRUE ” 値

の no-path-reservation要素を含んでいる場合、発ＰＩＮＸはパス非確保方式が使われることを記録する。そう

でなければ発ＰＩＮＸはパス確保方式あるいはパス非確保方式のいずれを選択しても良い。 

発ＰＩＮＸが「応答」メッセージで ccbsRequest／ccnrRequestリターンリザルトＡＰＤＵを受信した場合、

発ＰＩＮＸはコネクション保持方式のために定義された手順を続ける。発ＰＩＮＸが「解放」メッセージで

リターンリザルトＡＰＤＵを受信し、かつコネクション解放が認められる場合、発ＰＩＮＸはＪＳ－１１５

８２の 7.3 節に従い信号コネクションのクリアを完了し、コネクション解放方式のために定義された手順を

続ける。 

 

６.５.２.１.４ ユーザＢがビジーではないという通知 

a) コネクション保持の場合： 

発ＰＩＮＸが「CC-起動-ユーザＡ-コネクション保持注記 1 」状態において「ファシリティ」メッセージの

中でccExecPossibleインボークＡＰＤＵを受信した場合（すなわち呼と独立した信号コネクション継続中）、

発ＰＩＮＸはc)以下で記述されるように動作する。ccExecPossibleインボークＡＰＤＵの引数の中にあるすべ

ての基本呼情報は無視される。 

 

b) コネクション解放の場合： 

呼と独立した信号コネクションのための「呼設定」メッセージでccExecPossibleインボークＡＰＤＵを受信

した場合、発ＰＩＮＸはＪＳ－１１５８２の 7.3節に従って「呼設定」メッセージを処理し、ＡＰＤＵを「CC-

起動-ユーザＡ-コネクション解放注記 2 」状態でのＣＣ要求と関連づけ、成功した場合はc)以下で記述される

ように処理する。 

 

その関連付けは、ccExecPossible インボークＡＰＤＵの引数で受信したすべての基本呼情報を発ＰＩＮＸ

において記憶された情報と比較することによって行われる。もし記憶された情報より少ない情報しか受信し

ない場合は、受信したすべての要素が記憶された情報に合致し、さらに欠けている要素が以下のグループに

属するなら、一致したとみなす。ユーザＡのサブアドレス、ユーザＢのサブアドレス、高位レイヤ整合性情

報要素、低位レイヤ整合性情報要素。 

 

注１．着ＰＩＮＸがＳＳ－ＣＣ起動時においてオプション情報の一部を破棄した結果として情報の欠落が

あり得る。着ＰＩＮＸが残っている情報に関して重複しているＣＣ要求を拒否する場合には、これ

があいまい性を起こすことにはならない。 

 
  ２．ＳＳ－ＣＣに関しての発ＰＩＮＸは呼と独立した信号コネクションに関しては着ＰＩＮＸとなる。 

 
c) 両方の場合： 

上記 a)と b)両方の場合において発ＰＩＮＸは次のように処理する。 

ユーザＡがビジーではなく、パス非確保方式が使われる場合、6.5.2.1.5節に従う。 

ユーザＡがビジーではなく、パス確保方式が使われる場合、6.5.2.1.6節に従う。 

                                                                 
注記 1 ：原文では “CC-Invoked-A-RET” であるが、6.4.1.2節に合わせ“CC-Invoked-User-A-RET”とした。 
注記 2 ：原文では “CC-Invoked-A-RLS” であるが、6.4.1.3節に合わせ“CC-Invoked-User-A-RLS”とした。 
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ユーザＡがビジーであり、パス非確保方式が使われる場合、6.5.2.1.7節に従う。 

ユーザＡがビジーであり、パス確保方式が使われる場合、6.5.2.1.8節に従う。 

 

６.５.２.１.５ パス非確保のＣＣ呼 

ユーザＡがビジーではなく発ＰＩＮＸがＣＣ呼の確立のためにパス非確保方式を選択する場合、発ＰＩＮ

ＸはユーザＡにＳＳ－ＣＣリコールを行った後、リコールタイマＴ３を始動させ「CC-ユーザＡ応答待ち-パ

ス非確保」状態に遷移する。 

 

タイマＴ３の満了前にＳＳ－ＣＣリコールに応答があった場合、発ＰＩＮＸは着ＰＩＮＸに向かってＪＳ

－１１５７２に従って「呼設定」メッセージを送信することによって、ＣＣ呼を開始し、タイマＴ３を停止

し、「CC-リングアウト」状態に遷移する。「呼設定」メッセージは ccRingoutインボークＡＰＤＵを持った

ファシリティ情報要素を含む。 

 

「CC-リングアウト」状態で「呼出」あるいは「応答」メッセージを受信した場合は、発ＰＩＮＸはサー

ビス持続時間タイマＴ２を停止し、ＣＣ要求を削除し、「CC-空き」状態に戻る。 ＳＳ－ＣＣのための呼

と独立した信号コネクションがまだ存在するなら、それはＪＳ－１１５８２の 7.3 節に従って解放される。 

ＣＣ呼はＪＳ－１１５７２に従い継続される。 

 

６.５.２.１.６ パス確保のＣＣ呼 

ユーザＡがビジーでなく、かつ発ＰＩＮＸがＣＣ呼を確立するためにパス確保方式を選択する場合には、

発ＰＩＮＸは以下に従う。 

 

･ コネクション解放方式を使用する場合、信号コネクションを解放するために理由表示 #16

“正常切断”を伴う「解放」メッセージを返す。サービス保持オプションが適用されず、さ

らにそれ以上の呼と独立した信号が期待されない場合は、コネクション保持の場合にもオプ

ションとして「解放」メッセージを送信する。 

 
･ ＪＳ－１１５７２に従い基本呼要求としてパス確保を開始し、着ＰＩＮＸに対して「呼設定」

メッセージを送信する。記憶したオリジナル呼のすべての情報とともに「呼設定」メッセー

ジには ccPathReserveインボークＡＰＤＵを含める。 

 
･ タイマＴ４を開始する。 

 
･ 「CC-パス設定」状態に遷移する。 

 

「CC-パス設定」状態において呼に関連した「経過表示」メッセージの中で ccPathReserveリターンリザル

トＡＰＤＵを受信した場合、発ＰＩＮＸはタイマＴ４を停止する。 

 

発ＰＩＮＸに能力がある場合には、ユーザＡがビジーの際、発ＰＩＮＸはユーザＢがビジーではないこと

を、ユーザＡに示す。すぐに、あるいはビジー状態が継続する場合には、発ＰＩＮＸは 6.5.2.1.9節に従って

処理を続ける。 

 
注 － ビジー状態が継続するかどうか決定するための手段はインプリメントに依存する。 

 

ユーザＡがビジーではない場合、発ＰＩＮＸはユーザＡにＳＳ－ＣＣリコールを行った後、リコールタイ
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マＴ３を開始し、そして「CC-ユーザＡ応答待ち-パス確保」状態に遷移する。 

 

タイマＴ３満了前にＳＳ－ＣＣリコールに応答があった場合、発ＰＩＮＸはタイマＴ３を停止し、着ＰＩ

ＮＸに ccRingout インボークＡＰＤＵを含む、呼に関連した「ファシリティ」メッセージを送信し、「CC-

リングアウト」状態に遷移する。 

 

発ＰＩＮＸは「CC-リングアウト」状態で「呼出」あるいは「応答」メッセージを受信した場合、サービ

ス持続時間タイマＴ２を停止し、ＣＣ要求を解除し、「CC-空き」状態に戻る。ＳＳ－ＣＣのための呼と独

立した信号コネクションがまだ存在する場合は、ＪＳ－１１５８２の 7.3 節に従って解放される。ＣＣ呼は

ＪＳ－１１５７２に従い処理を続ける。 

 

６.５.２.１.７ ユーザＡビジー、パス非確保方式 

a) 中断手順： 

ユーザＡがビジーであり、かつ発ＰＩＮＸがパス非確保方式を選択する場合は、発ＰＩＮＸは既存の呼と

独立した信号コネクション上の「ファシリティ」メッセージで ccSuspend インボークＡＰＤＵを着ＰＩＮＸ

に送信し、ユーザＡのモニタを開始し、「CC-中断-ユーザＡ」状態に遷移する。 

 
b) 再開手順： 

「CC-中断-ユーザＡ」状態でＣＣ要求を行ったユーザＡがビジーではなくなると、発ＰＩＮＸは既存の呼

と独立した信号コネクション上に ccResume インボークＡＰＤＵを「ファシリティ」メッセージで送信し、

「CC-起動-ユーザＡ-コネクション保持」状態に遷移して、ユーザＢがビジーではないという通知を待つ。 

 

６.５.２.１.８ パス確保前のユーザＡビジー 

ユーザＡがビジーであり、かつ発ＰＩＮＸがパス確保方式を選択する場合は、コネクション保持方式が適

用されなければ発ＰＩＮＸはＪＳ－１１５８２の 7.3 節に従って呼と独立した信号コネクションを解放し、

ユーザＡのモニタを開始して、「CC-ユーザＡ空き待ち」状態に遷移する。信号コネクションを解放する際、

理由表示 #16“正常切断”を使用する。 

 
発ＰＩＮＸは既存の呼と独立した信号コネクション上で、コネクション解放の場合には「解放」メッセー

ジ、コネクション保持の場合には「ファシリティ」メッセージのどちらかで ccSuspend インボークＡＰＤＵ

を着ＰＩＮＸに送信できる。 

 
「CC-ユーザＡ空き待ち」状態でＣＣ要求を行ったユーザＡがビジーではなくなると、発ＰＩＮＸは

6.5.2.1.6節に従いパス確保方式でＣＣ呼を開始する。 

 

６.５.２.１.９ パス確保の後のユーザＡビジー 

ユーザＡがパス確保完了時にビジーの場合、発ＰＩＮＸは「切断」メッセージを着ＰＩＮＸに送信して確

保したパスを解放し、ユーザＡのモニタを開始し、「CC-ユーザＡ空き待ち」状態に遷移する。「切断」メ

ッセージは ccSuspendインボークＡＰＤＵを伴うファシリティ情報要素を含む。 

 
「CC-ユーザＡ空き待ち」状態でＣＣ要求を行ったユーザＡがビジーではなくなると、発ＰＩＮＸは

6.5.2.1.6節に従いパス確保方式でＣＣ呼を開始する。 
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６.５.２.１.１０ ＣＣＢＳ／ＣＣＮＲ解除 

a) 発ＰＩＮＸによる解除開始： 

ＣＣ要求を解除するために、発ＰＩＮＸは ccCancelインボークＡＰＤＵを着ＰＩＮＸに送信し、理由表示 

#16 “正常切断”を持った「解放」メッセージを送信することによって、すべての呼と独立した信号コネ

クションを解放し、理由表示 #16“正常切断”を持った「切断」メッセージを送ることによって、すべての

ＣＣ呼を解放し、そのＣＣ要求のためのすべての記憶データを削除し、すべてのタイマの動きを止め、「CC-

空き」状態に戻る。もし能力があるなら、ユーザーが解除要求をしていないか、あるいは発ＰＩＮＸが自動

的にＳＳ－ＣＣを再起動しない場合、ユーザＡにサービスの失敗を通知する。 

 

呼と独立した信号コネクションが存在する場合、コネクションのクリアを開始する「解放」メッセージで

引数 extArgを伴う ccCancelインボークＡＰＤＵを送信する。 

 

呼と独立した信号コネクションが存在せず、パスが確保された（すなわち ccPathReserve リターンリザル

トＡＰＤＵを受信した）場合は、確保したパスのクリアを始める「切断」メッセージで引数 extArg を伴う

ccCancelインボークＡＰＤＵを送信する。 

 

他のすべてのケースにおいて、ＪＳ－１１５８２の 7.3節に従った新しい信号コネクションを確立する「呼

設定」メッセージで ccCancelインボークＡＰＤＵを送信する。インボークＡＰＤＵは、解除されるＣＣ要求

を識別するために前に ccbsRequestあるいは ccnrRequestインボークＡＰＤＵで送信したものと同一の基本呼

情報を持つ引数 fullArg を含む。次に続けて「解放」メッセージを受信した場合、信号コネクションはＪＳ

－１１５８２に従いクリアされる。 

 
b) 着ＰＩＮＸによる解除開始： 

着ＰＩＮＸから既存の呼と独立した信号コネクションのための「解放」メッセージで ccCancelインボーク

ＡＰＤＵを受信した場合、発ＰＩＮＸは関連するＣＣ要求のすべての記憶データを削除し、動作中のすべて

のタイマを停止し、ＪＳ－１１５７２に従い － すでにＣＣ呼が開始されている場合は － ＣＣ呼をクリア

し、もし能力が存在するなら、ユーザＡに解除を知らせ、「CC-空き」状態に戻る。ccCancel インボークＡ

ＰＤＵの引数に存在するすべての基本呼情報は無視される。 

 

新しい呼と独立した信号コネクションのための「呼設定」メッセージで ccCancelインボークＡＰＤＵを受

信した場合、発ＰＩＮＸは、インボークＡＰＤＵの引数で受信した基本呼情報を記憶された情報と比較する

ことによって、ＡＰＤＵをアクティブなＣＣ要求と関連付けようとする。受信情報が、記憶されている情報

より少ない場合、受信した要素のすべてが記憶され、さらに、欠けている要素が次のグループに属するなら

一致するとみなされる。ユーザＡのサブアドレス、ユーザＢのサブアドレス、高位レイヤ整合性情報要素、

低位レイヤ整合性情報要素。関連づけに成功した場合、発ＰＩＮＸはそのＣＣ要求のために記憶されたすべ

てのデータを削除して、動作中のタイマを停止し、ＪＳ－１１５７２に従い － すでにＣＣ呼が開始されて

いる場合は － ＣＣ呼をクリアし、もし能力が存在するなら、ユーザＡに解除を知らせて、「CC-空き」状

態に戻る。信号コネクションは ＪＳ－１１５８２の 7.3節に従って解放される。 

 

６.５.２.２ 例外手順 

６.５.２.２.１ ＣＣＢＳ／ＣＣＮＲ 起動 

呼と独立した信号コネクションの確立に失敗した場合、あるいは ccbsRequestまたは ccnrRequestインボー

クＡＰＤＵ送信後、タイマＴ１の満了前に着ＰＩＮＸから応答を受信できない場合、あるいは応答がリター
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ンエラーＡＰＤＵあるいはリジェクトＡＰＤＵの場合、失敗通知がユーザＡに与えられ、発ＰＩＮＸは「CC-

空き」状態に戻る。呼と独立した信号コネクションがまだ存在する場合は、ＪＳ－１１５８２に従い解放さ

れる。タイマＴ１が、動いている場合は停止させる。 

 

コネクション保持方式を要求されている（すなわち retain-sig-connection要素が対応するインボークＡＰＤ

Ｕの中で “ TRUE ” 値を持って送られる、または “ TRUE ” 値の no-path-reservation要素がリターンリザルト

ＡＰＤＵに含まれる場合）のにもかかわらず、発ＰＩＮＸが「解放」メッセージで ccbsRequest あるいは

ccnrRequestリターンＡＰＤＵを受信した場合、発ＰＩＮＸは 6.5.2.1.10節に従ってＣＣ要求を中止する。 

 

６.５.２.２.２ 期待されないＡＰＤＵ 

発ＰＩＮＸが「CC-起動-ユーザＡ-コネクション解放」状態においてＣＣ要求が一致しない ccExecPossible

インボークＡＰＤＵを持った、呼と独立した信号コネクションのための「呼設定」メッセージを受信した場

合、そのＰＩＮＸはＪＳ－１１５８２の 7.3 節に従って信号コネクションを解放し、「解放」メッセージに

ccCancelインボークＡＰＤＵを含める。 

 

呼と独立した信号コネクションのための「呼設定」メッセージでＣＣ要求の一致しない ccCancelインボー

クＡＰＤＵを受信した場合、それは無視され、信号コネクションはＪＳ－１１５８２の 7.3 節に従って解放

される。 

 

６.５.２.２.３ サービス持続時間タイマ終了 

「CC-起動-ユーザＡ-コネクション保持」、「CC-起動-ユーザＡ-コネクション解放」、「CC-中断-ユーザ

Ａ」、あるいは「CC-ユーザＡ空き待ち」状態の間に、サービス持続時間タイマＴ２が満了となった場合、

発ＰＩＮＸは 6.5.2.1.10 節で記述された手順を使ってＣＣ要求を中止する。その他の状態においては、発Ｐ

ＩＮＸは、上記の状態のどれか１つに遷移するまでＣＣ呼の実行を延期するか、またはすぐにＳＳ－ＣＣ要

求を中止するかのどちらでも良い。 

 

６.５.２.２.４ ＳＳ－ＣＣ リコールタイマ終了 

ユーザＡがリコールタイマＴ３の満了前にＳＳ－ＣＣリコールに応答しない場合、発ＰＩＮＸは 6.5.2.1.10

節で記述された手順を使ってＣＣ要求を中止する。 

 

６.５.２.２.５ パス確保の失敗 

ccPathReserve インボークＡＰＤＵの応答として“unrecognisedOperation”値を示すリジェクトＡＰＤＵ、

あるいは“failedDueToInterworking”値を示すリターンエラーＡＰＤＵを含む「切断」メッセージを受信した

場合、発ＰＩＮＸはタイマＴ４を停止し、以下のオプションの１つを選択する。 

 

a) 信号コネクションが保持された場合、6.5.2.1.5節に従いパス非確保でＣＣ呼を行う。 

 
b) 他のルートでパス確保のリトライを行う。 

 
c) 6.5.2.1.10節で記述された手順を使ってＣＣ要求を中止する。 

発ＰＩＮＸは、自動的にＳＳ－ＣＣを再起動し、パス非確保方式が使用できるように、コネクション保

持の使用を強制する。 
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ccPathReserveインボークＡＰＤＵの応答として“remoteUserBusyAgain”値を示すリターンエラーＡＰＤＵ

を持った「切断」メッセージを受信した場合、発ＰＩＮＸはタイマＴ４を止め、「CC-起動-ユーザＡ-コネク

ション保持注記 1 」状態（コネクション保持の場合）あるいは「CC-起動-ユーザＡ-コネクション解放注記 2 」

状態（コネクション解放の場合）に戻る。 

 

ccPathReserveリターンエラーＡＰＤＵでのエラー値が “ failureToMatch ”あるいは“unspecified”の場合、

発ＰＩＮＸはＣＣ要求を削除して、動作中のタイマを止め、「CC-空き」状態に戻る。呼と独立した信号コ

ネクションがまだ存在する場合は、発ＰＩＮＸはＪＳ－１１５８２の 7.3節に従いそれを解放して良い。 

パス確保が網輻輳のために失敗した場合、発ＰＩＮＸは着ＰＩＮＸにパスを確立するために後でリトライを

行うか、あるいは 6.5.2.1.10節に従ってＣＣ要求を中止する。 

 

タイマＴ４が満了となった場合、あるいはパス確保が網輻輳以外の理由のために失敗した場合、発ＰＩＮ

Ｘは ccPathReserveリターンエラーＡＰＤＵを受信しなくても 6.5.2.1.10節に従ってＣＣ要求を中止する。 

 

６.５.２.２.６ ＣＣ呼提供の失敗 

エラー値 “ remoteUserBusyAgain ” を示す ccRingoutリターンエラーＡＰＤＵを「切断」メッセージで受信

した場合、発ＰＩＮＸは以下のように動作する。 

 

－ サービス保持オプションがそのＣＣ要求のために有効であるなら、「CC-起動ユーザＡ-コ

ネクション保持注記１」状態（コネクション保持の場合）あるいは「CC-起動-ユーザＡ-コネ

クション解放注記 2 」状態（コネクション解放の場合）に戻る。 

 
－ そうでなければＣＣ要求を削除して、タイマＴ２を止め、「CC-空き」状態に戻る。呼と独

立した信号コネクションがまだ存在する場合は、発ＰＩＮＸはＪＳ－１１５８２の 7.3 節

に従いそれを解放して良い。発ＰＩＮＸはユーザＡに失敗を示すか、あるいは 6.5.2.1.1 節

に従って自動的にＳＳ－ＣＣＢＳを（再）起動する。 

 

ccRingout リターンエラーＡＰＤＵの中のエラーが“failureToMatch”、あるいは“unspecified”の場合は、

発ＰＩＮＸはＣＣ要求を削除し、タイマＴ２を止めて、ユーザＡに失敗を示し、そして「CC-空き」状態に

戻る。呼と独立した信号コネクションがまだ存在する場合は、発ＰＩＮＸ は ＪＳ－１１５８２の 7.3 節に

従いそれを解放して良い。 

 

ccRingoutリターンエラーＡＰＤＵを受信せずにＣＣ呼が失敗となった場合、発ＰＩＮＸは 6.5.2.1.10節に

従ってＣＣ要求を中止する。 

 

６.５.３ 着ＰＩＮＸ の動作 

付属資料ＤのＤ．２注記３に着ＰＩＮＸでの手順のＳＤＬ図を示す。 

 

                                                                 

注記 1：原文では “CC-Invoked-A-RET” であるが、6.4.1.2節に合わせ“CC-Invoked-User-A-RET”とした。 

注記 2：原文では “CC-Invoked-A-RLS” であるが、6.4.1.3節に合わせ“CC-Invoked-User-A-RLS”とした。 

注記3：原文では付属資料ＣのＣ．２とあるが実際のＳＤＬ図は付属資料ＤのＤ．２にあるため修正した。 
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６.５.３.１ 正常手順 

６.５.３.１.１ ＣＣＢＳ起動 

ccbsRequestインボークＡＰＤＵを含むファシリティ情報要素を（ＪＳ－１１５８２の 7.3節による「呼設

定」メッセージで）受信した場合、着ＰＩＮＸ は 6.5.3.1.3 節に従って要求を処理し、ＣＣ要求が受け付け

られた場合、ユーザＢがビジーでなくなるのをモニタする。 

 

注 － ユーザＢがすでにビジーでない場合は、6.5.3.1.4節の手順を開始する。 

 

６.５.３.１.２ ＣＣＮＲ 起動 

ccnrRequestインボークＡＰＤＵを含むファシリティ情報要素を（ＪＳ－１１５８２の 7.3節による「呼設

定」メッセージで）受信した場合、着ＰＩＮＸは 6.5.3.1.3節に従って要求を処理して、もしＣＣ要求が受け

付けられた場合、ユーザＢがある動作期間の後にビジーではなくなることをモニタする。 

 

６.５.３.１.３ ＳＳ－ＣＣ起動 － 手順の詳細 

ＣＣ要求が受け付けられた場合、着ＰＩＮＸは ccbsRequest／ccnrRequest インボークＡＰＤＵ の引数に含

まれている基本呼情報を記憶する。次の要素が存在する場合は、着ＰＩＮＸは、その要素を捨ててよい。ユ

ーザＡのサブアドレス、ユーザＢのサブアドレス、高位レイヤ整合性情報要素、低位レイヤ整合性情報要素。 

 

注 － 供給された情報要素の一部を捨てることは同一でない要求が重複として取り扱われることにつな

がる。6.5.3.2.1節参照 

 

受信通知として ccbsRequest／ccnrRequest リターンリザルトＡＰＤＵが発ＰＩＮＸに返される。

can-retain-service要素が対応するインボークＡＰＤＵにて “ TRUE ” 値を持っていて、さらに着ＰＩＮＸがサ

ービス保持方式を使うことが可能な場合、 “ TRUE ” 値を持つ retain-service要素がリザルトに含まれる。他

のすべてのケースでは、この要素は省略されるか、あるいは “ FALSE ” 値を持つ。 

 

着ＰＩＮＸ は以下のようにしてコネクション保持あるいはコネクション解放方式を選択する。 

 

･  retain-sig-connection 要素が ccbsRequest／ ccnrRequest インボークＡＰＤＵに含まれて 

“ FALSE ” 値であり、かつユーザＡの番号が使用可能であるなら、着ＰＩＮＸはコネクショ

ン解放方式を使う。 

 
･  retain-sig-connection 要素が ccbsRequest／ ccnrRequest インボークＡＰＤＵに含まれて 

“ TRUE ” 値であるなら、あるいはユーザＡの番号が使用可能ではないなら、着ＰＩＮＸは

コネクション保持方式を使う。 

 
･ 他のケースでは着ＰＩＮＸはどちらの方式を選択するかは自由である。 

 

コネクション保持方式が使われる場合、着ＰＩＮＸは呼と独立した信号コネクションでの「応答」メッセ

ージで ccbsRequest／ccnrRequestリターンリザルトＡＰＤＵを送信する。 

 

コネクション解放方式が使われる場合、着ＰＩＮＸは呼と独立した信号コネクションでの「解放」メッセ

ージで ccbsRequest／ccnrRequestリターンリザルトＡＰＤＵを送信し、ＪＳ－１１５８２の 7.3節に従い信号

コネクションの解放を完了する。「解放」メッセージには理由表示 #16“正常切断”を使う。 
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どちらの場合にも着ＰＩＮＸは「CC-起動-ユーザＢ注記」状態に遷移する。 

 

６.５.３.１.４ ユーザＢがビジーではないという通知 

ユーザＢがビジーではなくなるとすぐに（ＳＳ－ＣＣＮＲの場合、ＳＳ－ＣＣ起動後のある動作期間の後

に）、着ＰＩＮＸは呼と独立した信号を使って ccExecPossible インボークＡＰＤＵを発ＰＩＮＸに送信し、

「CC-呼完了待ち」状態に遷移して、ＣＣ呼の着信を待つ。 

 

コネクション保持方式が使われる場合、既存の信号コネクションを使った「ファシリティ」メッセージで

引数 extArgを含む ccExecPossibleインボークＡＰＤＵを送信する。 

 

コネクション解放方式が使われる場合、ＪＳ－１１５８２の 7.3 節に従って新しい呼と独立した信号コネ

クションを確立する「呼設定」メッセージで引数 fullArgを含む ccExecPossibleインボークＡＰＤＵを送信す

る。 引数は、そのＣＣ要求に関連する着ＰＩＮＸによって記憶された基本呼情報を含んでいる。 

 

･ numberA要素としてユーザＡの番号。 

 
･ numberB要素としてユーザＢの番号。 

 
･ service要素として伝達能力、そして、もし記憶されているなら高位レイヤ整合性／低位レイ

ヤ整合性の各情報要素。 

 

･ もし記憶されているなら、subaddrA要素としてユーザＡのサブアドレス。 － さもなければ

この要素は省略される。 

 
･ もし記憶されているなら、subaddrB要素としてユーザＢのサブアドレス。 － さもなければ

この要素は省略される。 

 
注１． 着ＰＩＮＸは発ＰＩＮＸに ccbsRequestリターンリザルトＡＰＤＵあるいは ccnrRequestリターン

リザルトＡＰＤＵを送信した直後に、新しい呼と独立した信号コネクションを使って

ccExecPossible インボークＡＰＤＵを送信し、到着順の逆転を起こすことのないよう保証する必

要がある。 

 
その後「解放」メッセージを受信した場合、信号コネクションはＪＳ－１１５８２の 7.3 節のとおりに解

放され、そして着ＰＩＮＸは「CC-呼完了待ち」状態に留まる。 

 
注２． 着ＰＩＮＸはＣＣ呼の非受信およびパス確保のケースでの ccRingout インボークＡＰＤＵの非受

信に対する備えをする責任がある。 

 

６.５.３.１.５ パス非確保のＣＣ呼 

ccRingoutインボークＡＰＤＵをＪＳ－１１５７２による基本呼の「呼設定」メッセージで受信した場合、

着ＰＩＮＸは着信しているＣＣ呼を「CC-呼完了待ち」状態のＣＣ要求と関連づけ、関連づけ成功後にユー

ザＢがビジーではないなら、ＣＣ呼をユーザＢに接続し、「CC-ユーザＢ呼出待ち」状態に遷移する。 

 

関連づけは受信した「呼設定」メッセージの情報要素に記憶された基本呼情報を比較することによって達

                                                                 

注記： 原文では “CC-Invoked-B” であるが、6.4.2.3節に合わせ“CC-Invoked-User-B”とした。 
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せられる。記憶されたすべての要素が「呼設定」メッセージの対応する情報要素と一致する場合、合致する

とみなされる。対応する要素が記憶されていない「呼設定」メッセージの情報要素は比較の際に無視される。 

 

「CC-ユーザＢ呼出待ち」状態で「呼出」あるいは「応答」メッセージがＪＳ－１１５７２に従って発Ｐ

ＩＮＸに送信される場合、着ＰＩＮＸはそれぞれのＣＣ要求を削除して、「CC-空き」状態に遷移する。関

連する信号コネクションはＪＳ－１１５８２の 7.3 節に従って解放される。ＣＣ呼はＪＳ－１１５７２に従

って継続される。 

 

６.５.３.１.６ パス確保のＣＣ呼 

ccPathReserveインボークＡＰＤＵをＪＳ－１１５７２による基本呼の「呼設定」メッセージで受信した場

合、着ＰＩＮＸは記憶された基本呼情報と受信した「呼設定」メッセージの情報要素とを比較することによ

って、着信しているＣＣ呼（すなわちパス確保の要求）を「CC-呼完了待ち」状態あるいは「CC-中断-ユー

ザＢ注記」状態のＣＣ要求と関連づけを行う。記憶されたすべての要素が「呼設定」メッセージの対応する情

報要素と一致する場合、合致するとみなされる。対応する要素が記憶されていない「呼設定」メッセージの

情報要素は比較の際に無視される。 

 

情報が一致し、そしてユーザＢがビジーではない場合、着ＰＩＮＸは ccPathReserve リターンリザルトＡ

ＰＤＵを返して、「CC-パス確保完了」状態に遷移する。リターンリザルトＡＰＤＵはＩＴＵ－Ｔの経過内

容#8を含む、呼と関連した「経過表示」メッセージで送信される。ＣＣ呼はまだユーザＢに接続されるべき

ではない。 

 

注 － この経過内容の機能は基本呼タイマＴ３１０を止めることである。 

 

「CC-パス確保完了」状態で呼と関連した「ファシリティ」メッセージで ccRingoutインボークＡＰＤＵを

受信し、ユーザＢがビジーではない場合は、着ＰＩＮＸは「CC-ユーザＢ呼出待ち」状態に遷移して、ＣＣ

呼をユーザＢに接続する。 

 

「CC-ユーザＢ呼出待ち」状態で「呼出」あるいは「応答」メッセージがＪＳ－１１５７２により発ＰＩ

ＮＸに送信される場合、着ＰＩＮＸはそれぞれのＣＣ要求を削除し、「CC-空き」状態に遷移する。信号コ

ネクションがまだ存在する場合、ＪＳ－１１５８２の 7.3 節に従って解放される。ＣＣ呼はＪＳ－１１５７

２に従って継続される。 

 

６.５.３.１.７ ＣＣＢＳ／ＣＣＮＲ中断／再開 

ccSuspendインボークＡＰＤＵが、「CC-呼完了待ち」状態の間にＪＳ－１１５８２の 7.3 節に従って呼と

独立した「ファシリティ」メッセージあるいは「解放」メッセージで受信される場合、着ＰＩＮＸは「CC-

中断-ユーザＢ注記」状態に遷移する。 

 

ccSuspendインボークＡＰＤＵが、「CC-パス確保完了」状態の間に呼と関連した「切断」メッセージで受

信される場合、着ＰＩＮＸはＪＳ－１１５７２に従いパスを解放し、もう１つのパス確保の試みを待って

「CC-呼完了待ち」状態に遷移する。 

 

                                                                 

注記：原文では “CC-Suspended-B” であるが、6.4.2.5節に合わせ“CC-Suspended-User-B”とした。 
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ccResumeインボークＡＰＤＵが、「CC-中断-ユーザＢ 注記１」状態の間に既存の呼と独立した信号コネク

ションの上に「ファシリティ」メッセージで受信される場合、着ＰＩＮＸは「CC-起動-ユーザＢ注記２ 」状態

に遷移し、ユーザＢのモニタを再開する。 

 

注 － ユーザＢがすでにビジーではない場合は、即時に 6.5.3.1.4節の手順が起動される。 

 

ccPathReserveインボークＡＰＤＵが、「CC-中断-ユーザＢ注記 1 」状態の間に、「呼設定」メッセージで受

信される場合、6.5.3.1.6節が適用される。 

 

６.５.３.１.８ ＣＣＢＳ／ＣＣＮＲ解除 

a) 発ＰＩＮＸからの解除： 

呼と独立した「解放」メッセージで ccCancelインボークＡＰＤＵを受信した場合（コネクション保持のケ

ース）、着ＰＩＮＸは関連づけられたＣＣ要求のために記憶された情報を削除し、「CC-空き」状態に遷移

する。ccCancel インボークＡＰＤＵの引数の中で提供される基本呼情報は、存在してもすべて無視される。 

信号コネクションはＪＳ－１１５８２の 7.3節に従って解放される。 

 

呼と独立した「呼設定」メッセージで ccCancelインボークＡＰＤＵを受信した場合（コネクション解放の

ケース）、着ＰＩＮＸは、ccCancelインボークＡＰＤＵの引数に含まれている情報を記憶された情報と比較

することによって、ＡＰＤＵをアクティブなＣＣ要求と関連づける。すべての記憶された要素が、受信した

対応する要素に一致する場合、合致するとみなされる。記憶された要素と対応しない受信要素はすべて比較

の際に無視される。関連づけが成功した場合、着ＰＩＮＸはそのＣＣ要求のために記憶された情報を削除し

て、呼と独立した信号コネクションのために理由表示 #16“正常切断”を伴う「解放」メッセージを返して、

そして「CC-空き」状態に遷移する。 

 

（パス確保後）呼と関連した「切断」メッセージで ccCancelインボークＡＰＤＵを受信した場合、着ＰＩ

ＮＸはＪＳ－１１５７２に従ってＣＣ呼（パス）を解放して、関連するＣＣ要求のために記憶された情報を

削除し、「CC-空き」状態に遷移する。ccCancel インボークＡＰＤＵの引数の中で提供されるすべての基本

呼情報は、存在しても無視される。信号コネクションがまだ存在している場合にはＪＳ－１１５８２の 7.3

節に従って解放される。 

 

b) 着ＰＩＮＸからの解除： 

CC 要求を解除するために、着ＰＩＮＸは ccCancelインボークＡＰＤＵを呼と独立した信号を使って発Ｐ

ＩＮＸに送信し、ＣＣ要求を削除して、「CC-空き」状態に遷移する。 

 

信号コネクションが存在する場合は、ccCancelインボークＡＰＤＵは引数 extArgと共に既存の信号コネク

ション上の「解放」メッセージで送信される。理由表示 #16“正常切断”が使われる。 

 

信号コネクションが存在しない場合は、ccCancel インボークＡＰＤＵはＪＳ－１１５８２の 7.3 節に従っ

て新しい信号コネクションを確立して「呼設定」メッセージで送信される。インボークＡＰＤＵは引数 fullArg

の中に、そのＣＣ要求に関連して着ＰＩＮＸによって記憶された基本呼情報を含んでいる。その後「解放」

                                                                 

注記１ ：原文では “CC-Suspended-B” であるが、6.4.2.5節に合わせ“CC-Suspended-User-B”とした。 

注記２ ：原文では “CC-Invoked-B” であるが、6.4.2.3節に合わせ“CC-Invoked-User-B”とした。 
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メッセージを受信した場合、信号コネクションはＪＳ－１１５８２に従いクリアされる。 

 

６.５.３.２ 例外手順 

６.５.３.２.１ ＣＣＢＳ／ＣＣＮＲ起動 

ＣＣ要求が、すでに記憶されているＣＣ要求の重複である場合、それは受け付けられない。重複したＣＣ

要求の受け付けは、コネクション保持方式が使われている場合に制限される。 

 

注 － 重複した要求は、着ＰＩＮＸが受信した基本呼情報の一部を捨てることによっても発生する。 

 

ＳＳ－ＣＣＢＳあるいはＳＳ－ＣＣＮＲの要求が受け付けらない場合、着ＰＩＮＸは既存の信号コネクシ

ョンの上にccbsRequest注記１ あるいは ccnrRequestリターンエラーＡＰＤＵを持った「解放」メッセージを返

す。理由表示 #16“正常切断”が使われる。 

失敗状態が持続する場合（例えばユーザＢにサービスが提供されていない場合 )、エラー値 

“ longTermRejection ” が含まれる。 

もし失敗状態が一時的なら（例えば重複するＣＣ要求がアクティブなＣＣ要求の許容数を超えた場合）エ

ラー値 “ shortTermRejection ” が含まれる。 

 

６.５.３.２.２ 期待されないＡＰＤＵ 

ＣＣ要求と関連づけることの出来ない ccCancelインボークＡＰＤＵが呼と独立した「呼設定」メッセージ

で受信された場合、ＡＰＤＵは無視されるが、信号コネクションはＪＳ－１１５８２の 7.3 節に従って解放

される。 

 

「CC-呼完了待ち」状態でＣＣ要求と関連づけることができないccRingoutインボークＡＰＤＵ、あるいは

「CC-呼完了待ち」状態または「CC-中断-ユーザＢ注記２ 」状態でＣＣ要求と関連づけることができない

ccPathReserveインボークＡＰＤＵが呼と関連した「呼設定」メッセージで受信された場合、着ＰＩＮＸはエ

ラー値 “ failureToMatch ” のccRingout／ccPathReserveリターンエラーＡＰＤＵを「切断」メッセージで返す。 

 

６.５.３.２.３ パス確保起動中に再度ユーザＢビジー 

「CC-呼完了待ち」状態あるいは「CC-中断-ユーザＢ注記２」状態の間にccPathReserveインボークＡＰＤＵ

が「呼設定」メッセージで到着した時に再びユーザＢがビジーの場合、着ＰＩＮＸはエラー値 

“ remoteUserBusyAgain ” のccPathReserveリターンエラーＡＰＤＵを「切断」メッセージで返してユーザＢの

モニタを再開し、「CC-起動-ユーザＢ注記３」状態に遷移する。 

 

６.５.３.２.４ ＣＣ呼起動時に再度ユーザＢビジー 

「CC-パス確保完了」状態での「ファシリティ」メッセージ、あるいは「CC-呼完了待ち」状態での「呼設

定」メッセージで ccRingout インボークＡＰＤＵを受信した際に、再びユーザＢがビジーであるなら、着Ｐ

ＩＮＸは「切断」メッセージでエラー値 “ remoteUserBusyAgain ” の ccRingoutエラーＡＰＤＵを返す。 

 

サービス保持オプションを使用中の場合は、ＣＣ要求は保持され、そしてユーザＢのモニタを再開し、

                                                                 

注記１：原文では“ ccbsRequest resp.”となっているが誤りと思われるため修正した。 

注記２：原文では “CC-Suspended-B” であるが、6.4.2.5節に合わせ“CC-Suspended-User-B”とした。 

注記３：原文では “CC-Invoked-B” であるが、6.4.2.3節に合わせ“CC-Invoked-User-B”とした。 
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「CC-起動-ユーザＢ注記１」状態に戻る。 

 
サービス保持オプションが使われていない場合、ＣＣ要求は削除され、「CC-空き」状態に遷移する。 信

号コネクションがまだ存在している場合にはＪＳ－１１５８２の 7.3節に従って解放される。 

 

６.５.３.２.５ ＣＣ呼の中断 

ＳＳ－ＣＣのいかなるインボークＡＰＤＵも含まない「切断」メッセージが、（例えばパス確保成功後に）

進行中のＣＣ呼のために受信された場合、関連するＣＣ要求は削除される、そして「CC-空き」状態に遷移

する。 信号コネクションがまだ存在している場合にはＪＳ－１１５８２の 7.3節に従って解放される。 

 

６.５.４ 中継ＰＩＮＸの動作 

ＳＳ－ＣＣのための特別な動作は無い。 

 

６.６ 公衆ＩＳＤＮとのインタワーク時の動作 注記１  

本標準に記すＳＳ－ＣＣＢＳの手順は、Ｔ参照点での公衆ＩＳＤＮの手順と互換性がある。公衆ＩＳＤＮ

とのインタワークを行なう場合、ゲートウェイＰＩＮＸは以下に記す手順を実施する。 

 

６.６.１ 入ゲートウェイＰＩＮＸでの手順：公衆ＩＳＤＮからのＳＳ－ＣＣＢＳの要求 

公衆ＩＳＤＮからの呼がビジーのユーザＢに遭遇し、公衆ＩＳＤＮがＳＳ－ＣＣＢＳが可能であるか通知

するよう要求した場合、ＳＳ－ＣＣＢＳが可能であることが分かっているのであれば入ゲートウェイＰＩＮ

Ｘは、ＳＳ－ＣＣＢＳが可能であることを公衆ＩＳＤＮに通知する。 

 

ＣＣＢＳ要求を公衆ＩＳＤＮから受信した際、着ゲートウェイＰＩＮＸは、ＪＳ－１１５８２の 7.3 節に

従って、呼と独立した信号コネクションを着ＰＩＮＸまで確立する。「呼設定」メッセージには ccbsRequest

インボークＡＰＤＵを付与し、それに公衆網から受信したデータを設定した引数と “ TRUE ” 値を持つ

retain-sig-conection要素とオプションで can-retain-service要素を付加することにより公衆ＩＳＤＮからの対応

する通知を反映する。 

 

入ゲートウェイＰＩＮＸは、次のＡＰＤＵを着ＰＩＮＸから受信した際、対応する情報に変換し公衆ＩＳ

ＤＮに送信する。 

:ccbsRequestリターンリザルト又はリターンエラー;ccExecPossibleインボークＡＰＤＵ;ccCancelイ

ンボークＡＰＤＵ。 

 

入ゲートウェイＰＩＮＸは、ccCancel, ccSuspendまたは ccResumeインボークＡＰＤＵに対応する通知を公

衆ＩＳＤＮから受信した際、それらを生成し着ＰＩＮＸに送信する。 

 

特定のＣＣ要求に対する全ての呼と独立した信号は、同じ呼と独立した信号コネクションを使用し、その

コネクションはＣＣ要求が終了するまで活性を保持する。 

 

公衆ＩＳＤＮからＣＣＢＳ呼を受信した場合、それは入ゲートウェイＰＩＮＸにより着ＰＩＮＸまで拡張

                                                                 

注記１：原文では “CC-Invoked-B” であるが、6.4.2.3節に合わせ“CC-Invoked-User-B”とした。 

注記２：公衆ＩＳＤＮとのインタワークに関しては、国内公衆網の実態を考慮し今回の検討対象外とする。

但し、訳文については、参考のためそのまま記載した。 
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される。 

 

注 － ＣＣＢＳ呼は対応する呼と独立した信号コネクションとして同じゲートウェイＰＩＮＸでＰＩＳ

Ｎに入る必要はない。 

 

着ＰＩＮＸへの呼と独立した信号コネクションが解放されると、入ゲートウェイＰＩＮＸはＴ参照点での

呼と独立した信号関係を解除する。 

 

６.６.２ 出ゲートウェイＰＩＮＸでの手順:公衆ＩＳＤＮへのＣＣ-ＣＣＢＳ要求 

注１． 出ゲートウェイＰＩＮＸは、公衆ＩＳＤＮからの切断・解放メッセージを受信した際、ＳＳ－Ｃ

ＣＢＳが可能である旨の通知を通過させることはできない。 

 

ＣＣＢＳ要求が公衆ＩＳＤＮに対して行なわれる場合、出ゲートウェイＰＩＮＸはＴ参照点の手順に従っ

て ccbsRequest インボークＡＰＤＵを変換し公衆ＩＳＤＮに送信する。応答を受信した場合、出ゲートウェ

イＰＩＮＸは ccbsRequest リターンリザルトＡＰＤＵ（ＣＣＢＳ要求が認められた場合）またはリターンエ

ラーＡＰＤＵ（ＣＣＢＳ要求が認められない場合）を生成し、それを「応答」メッセージ（リターンリザル

ト）又は「解放」メッセージに付与して、発ＰＩＮＸへ送信する。リターンリザルトＡＰＤＵは “ TRUE ” 値

を持つno-path-reservation要素とオプションで retain-service要素を付与し公衆ＩＳＤＮからの対応する通知を

反映する。 

 

注２．「応答」メッセージにおけるリターンリザルトＡＰＤＵの送信はコネクション保持方式に従う。

ccbsRequestインボークＡＰＤＵにおいて retain-sig-connection要素が “ FALSE ” であっても無効とす

る。 

 

出ゲートウェイＰＩＮＸは、 ccExecPossible又は ccCancelインボークＡＰＤＵに対応する通知を公衆ＩＳ

ＤＮから受信した際、それらを生成し発ＰＩＮＸに送信する。 

 

出ゲートウェイＰＩＮＸは、次のＡＰＤＵを発局から受信した際、対応する情報に変換し公衆ＩＳＤＮ に

送信する。 

 :ccSuspendインボークＡＰＤＵ; ccResumeインボークＡＰＤＵ;ccCancelインボークＡＰＤＵ。 

 

ＣＣ要求での全ての呼と独立した信号は、同じ呼と独立した信号コネクションを使用し、そのコネクショ

ンはＣＣ要求が終了するまで活性を保持する。 

 

パス保持のないＣＣＢＳ呼は、出ゲートウェイＰＩＮＸにより公衆ＩＳＤＮへ拡張される。 

 
注３． ＣＣＢＳ呼は対応する呼と独立した信号コネクションとして同じゲートウェイＰＩＮＸでＰＩＳ

Ｎを出る必要はない。 

 

発ＰＩＮＸへの呼と独立した信号コネクションが解放された場合、出ゲートウェイＰＩＮＸは、Ｔ参照点

での呼と独立した信号連携を解放する。 

 

パス保持が発ＰＩＮＸより行なわれた場合、出ゲートウェイＰＩＮＸにより、 “ failedDueToInterworking ” 

のエラー値を持つ ccPathReserve リターンエラーＡＰＤＵが付与された「切断」メッセージの返答により棄
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却される。 

 

  

 

６.７ 非ＩＳＤＮとのインタワーク時の動作  

６.７.１ 入ゲートウェイＰＩＮＸの手順 

非ＩＳＤＮネットワークが同様のサービスを提供している場合、入ゲートウェイＰＩＮＸと着ＰＩＮＸと

の双方でサポートするＳＳ－ＣＣオプションと非ＩＳＤＮネットワークの提供するサービスに互換性があ

れば、そのネットワークからの要求に対してＳＳ－ＣＣＢＳ又はＳＳ－ＣＣＮＲをインボークすることがで

きる。 

 

ccbsRequest又は ccnrRequestインボークＡＰＤＵを送信する際、 入ゲートウェイＰＩＮＸは次の値を持つ

retatin-sig-connection要素を付与しなけばならない。 

 

・ “ FALSE ” 他のネットワークとの互換性又は他の理由により、入ゲートウェイＰＩＮＸがコ

ネクション解放方式を使用したい場合。 

・ “ TRUE ” 他のネットワークとの互換性のため、コネクション保持方式を使用する必要があ

る場合。 

 

その他の場合は要素は省略とする。 

 

入ゲートウェイＰＩＮＸはまた、他のネットワークがサービス保持（方式）をサポートしているのであれ

ば、 “ TRUE ” 値を持つ can-retain-service要素を付与できる。 

 

 “ FALSE ” 値を持つ retain-sig-connection要素を送ったが、着ＰＩＮＸではコネクション保持方式を使用す

る場合、コネクション保持方式を使用したインタワークができないのであれば、「応答」メッセージにより

リターンリザルトＡＰＤＵを送信し、入ゲートウェイＰＩＮＸは他のネットワークからのサービス要求の拒

否及びＰＩＳＮ内での登録解除の処理を行なう。 

 

６.７.２ 出ゲートウェイＰＩＮＸ手順 

非ＩＳＤＮネットワークが同様のサービスを提供している場合、出ゲートウェイＰＩＮＸと発ＰＩＮＸと

の双方でサポートさているＳＳ－ＣＣオプションが、非ＩＳＤＮネットワークがサポートするサービスと互

換性があれば、ＳＳ－ＣＣＢＳまたはＳＳ－ＣＣＮＲをそのネットーワークに対して起動できる。 

 

ccbsRequest 又は ccnrRequest のリターンリザルトＡＰＤＵを送信する際、他ネットワークがパス確保方式

のサポートができないのであれば、出ゲートウェイＰＩＮＸは “ TRUE ” 値を持つ no-path-reservation要素を

付与すべきである。これ以外は、この要素は省略するか “ FALSE ” とする。 

 

can-retain-service 要素が対応するＡＰＤＵにより送られ、他ネットワークがサービス保持のサポートを示

せば、出ゲートウェイＰＩＮＸは “ TRUE ” 値を持つ retain-service要素を付与することができる。これ以外

は、この要素は省略するか “ FALSE ” とする。 

 

インボークＡＰＤＵにて “ TRUE ” 値を持つ retain-sig-connection要素が送られてきた場合、コネクション

保持方式を使用したインタワークができないのであれば、出ゲートウェイＰＩＮＸはコネクション解放方式
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を採用すべきでなく、出ゲートウェイＰＩＮＸはリターンエラーＡＰＤＵで応答しなければならい。 

 

インボークＡＰＤＵに retain-sig-connection要素がなければ、他のネットワークの能力に依拠し、出ゲート

ウェイＰＩＮＸはコネクション保持方式又はコネクション解放方式のいずれかを選択する。要素が 

“ FALSE ” を通知している場合、出ゲートウェイＰＩＮＸは、可能であれば、コネクション解放方式を使用

する。 

 

６.８ ＳＳ－ＣＣＢＳと他の付加サービス／ＡＮＦとのプロトコル相互作用 

本標準が勧告された時点で勧告されている他のステージ 3での付加サービスとＡＮＦのプロトコル相互作

用を規定する。本標準が勧告された後、引き続いて勧告された他のステージ 3の付加サービスとＡＮＦの相

互作用については、それら各々のステージ 3の標準を参照すること。 

 

注１．同じメッセージにて、 ＳＳ－ＣＣＢＳと他の付加サービスまたはＡＮＦのＡＰＤＵが同時に送ら

れる場合、各々が各々のステージ 3で勧告されている要求を満たしていれば、このこと自身は、プ

ロトコル上の相互作用を構成しない。 

 

注２．Ｑ参照点で信号プロトコルに影響がない他の相互作用は、関連するステージ 1の仕様を参照できる。 

 

６.８.１ 発信者名通知（ＳＳ－ＣＮＩＰ） 

相互作用なし。 

 

６.８.２ 接続先名通知（ＳＳ－ＣＯＮＰ） 

相互作用なし。 

 

６.８.３ 無応答時再呼出（ＳＳ－ＣＣＮＲ） 

相互作用なし。 

 

６.８.４ 通信中転送（ＳＳ－ＣＴ） 

相互作用なし。 

 

６.８.５ 無条件着信転送（ＳＳ－ＣＦＵ） 

以下の相互作用はＪＳ－１３８７３に従うＳＳ－ＣＦＵに適用される。 

 

６.８.５.１ ＳＳ－ＣＦＵの転送先ユーザに対してＳＳ－ＣＣＢＳを起動する際の発ＰＩＮＸでの手順 

 

注 － この場合、発ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＣＢＳの考慮はまた、発ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＦＵの考慮とな

る。 

 

ＳＳ－ＣＣＢＳを転送先のビジーユーザに対して起動する場合、発ＰＩＮＸは、受信したオペレーション

ション divertingLegInformation1の引数内の nominatedNr要素の内容を保存し、それを次のように使用する。 

 

－ numberB 要素が引数として要求されるＣＣＢＳオペレーションにおける numberB 要素とし

て 
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－ 呼と独立したすべての「呼設定」メッセージにおける着番号として 

 
－ 呼に関連した「呼設定」メッセージにおける着番号として 

 

オリジナル着ユーザのアドレスは、ＣＣＢＳとしては使用しない。 

 

nominatedNr要素が有効でないなら、ユーザＡから受信したＳＳ－ＣＣＢＳの要求は拒否する。 

 

６.８.５.２ ＳＳ－ＣＦＵをユーザＡが活性化した際の発ＰＩＮＸでの手順 

 
注１．この場合、発ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＣＢＳの考慮はまた、転送元ユーザＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＦＵ

の考慮となる。 

 
２．ユーザＢに対してＳＳ－ＣＣＢＳを要求しているユーザＡが、ＳＳ－ＣＦＵを活性化しておりＳＳ

－ＣＣＢＳのコネクション解放オプションが適用されている場合、到達する呼と独立した信号コネ

クション（ccExecPossible インボークＡＰＤＵまたは ccCancel インボークＡＰＤＵを伝達する）は

着信呼ではないので、転送しない。 

 

６.８.５.３ ＳＳ－ＣＣＢＳ起動後ユーザＢがＳＳ－ＣＦＵを活性化する際の着ＰＩＮＸでの手順 

相互作用なし。 

 

６.８.６ ビジー時着信転送（ＳＳ－ＣＦＢ） 

以下の相互作用はＪＳ－１３８７３に従うＳＳ－ＣＦＵに適用される。 

 

６.８.６.１ ＳＳ－ＣＦＢの転送先ユーザに対してＳＳ－ＣＣＢＳを起動する際の発ＰＩＮＸでの手順 

 

注 － このケースでは、発ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＣＢＳの考慮はまた、発ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＦＢの考

慮となる。 

 
6.8.5.1節の手順が適用される。 

 

６.８.６.２ ＳＳ－ＣＦＢをユーザＡが活性化した際の発ＰＩＮＸでの手順 

相互作用なし。 

 

６.８.６.３ ＳＳ－ＣＣＢＳ起動中ユーザＢがＳＳ－ＣＦＢを活性化する際の着ＰＩＮＸでの手順 

相互作用なし。 

 

６.８.７ 無応答時着信転送（ＳＳ－ＣＦＮＲ） 

相互作用なし。 

 

６.８.８ 呼毎着信転送（ＳＳ－ＣＤ） 

即時呼毎着信転送とのプロトコル相互作用は、ＳＳ－ＣＦＵの 6.8.5節での相互作用の仕様に従う。 

 

呼出しからの呼毎着信転送との相互作用は、ＳＳ－ＣＦＮＲの 6.8.7節での相互作用の仕様に従う。 
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６.８.９ パス張り替え（ＡＮＦ－ＰＲ） 

相互作用なし。 

 

 

６.９ ＳＳ－ＣＣＮＲと他の付加サービス／ＡＮＦとのプロコル相互作用 

本標準が勧告された時点で勧告されている他のステージ 3での付加サービスとＡＮＦのプロトコル相互作

用を規定する。本標準が勧告された後、引き続いて勧告された他のステージ 3の付加サービスとＡＮＦの相

互作用については、それら各々のステージ 3の標準を参照できる。 

 

注１．同じメッセージにて、 ＳＳ－ＣＣＮＲと他の付加サービスまたはＡＮＦのＡＰＤＵが同時に送ら

れる場合、各々が各々のステージ 3で勧告されている要求を満たしていれば、このこと自身は、プ

ロトコル上の相互作用を構成しない。 

 

２．Ｑ参照点で信号プロトコルに影響がない他の相互作用は、関連するステージ 1の仕様を参照できる。 

 

６.９.１ 発信者名通知（ＳＳ－ＣＮＩＰ） 

相互作用なし。 

 

６.９.２ 接続先名通知（ＳＳ－ＣＯＮＰ） 

相互作用なし。 

 

６.９.３ ビジー時再呼出（ＳＳ－ＣＣＢＳ） 

相互作用なし。 

 

６.９.４ 通信中転送（ＳＳ－ＣＴ） 

相互作用なし。 

 

６.９.５ 無条件着信転送（ＳＳ－ＣＦＵ） 

以下の相互作用はＪＳ－１３８７３に従うＳＳ－ＣＦＵに適用される。 

 

６.９.５.１ ＳＳ－ＣＦＵの転送先ユーザに対してＳＳ－ＣＣＮＲを起動する際の発ＰＩＮＸでの手順 

 
注 － この場合、発ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＣＮＲの考慮はまた、発ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＦＵの考慮とな

る。 

 

ＳＳ－ＣＣＮＲを転送先の応答のないユーザに対して起動する場合、発ＰＩＮＸは、受信したオペレーシ

ョン divertingLegInformation1の引数内の nominatedNr要素の内容を保存し、それを次のように使用する。 

 

－ numberB 要素が引数として要求されるＣＣＮＲオペレーションにおける numberB 要素とし

て 

 
－ 呼と独立したすべての「呼設定」メッセージにおける着番号として 

 
－ 呼に関連した「呼設定」メッセージにおける着番号として 
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オリジナル着ユーザのアドレスは、ＣＣＮＲとしては使用しない。 

 

nominatedNr 要素が有効でないなら、ユーザＡから受信したＳＳ－ＣＣＮＲの要求は拒否する。 

 

６.９.５.２ ＳＳ－ＣＦＵをユーザＡが活性化した際の発ＰＩＮＸでの手順 

 
注１．この場合、発ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＣＮＲの考慮はまた、転送元ユーザＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＦＵ

の考慮となる。 

 
２．ユーザＢに対してＳＳ－ＣＣＮＲを要求しているユーザＡが、ＳＳ－ＣＦＵを活性化しておりＳＳ

－ＣＣＮＲのコネクション解放オプションが適用されている場合、 到達する呼と独立した信号コ

ネクション（ccExecPossible インボークＡＰＤＵまたは ccCancel インボークＡＰＤＵを伝達する）

は着信呼ではないので、転送しない。 

 

６.９.５.３ ＳＳ－ＣＣＮＲ起動中ユーザＢがＳＳ－ＣＦＵを活性化する際の着ＰＩＮＸでの手順 

相互作用なし。 

 

６.９.６ ビジー時着信転送（ＳＳ－ＣＦＢ） 

以下の相互作用はＪＳ－１３８７３に従うＳＳ－ＣＦＵに適用される。 

 

６.９.６.１ ＳＳ－ＣＦＢ転送先ユーザに対してＳＳ－ＣＣＮＲを起動する際の発ＰＩＮＸでの手順 

注 － この場合、発ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＣＮＲの考慮はまた、発ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＦＢの考慮とな

る。 

 
6.9.5.1節の手順が適用される。 

 

６．９．６．２ ＳＳ－ＣＦＢをユーザＡが活性化した際の発ＰＩＮＸでの手順 

相互作用なし。 

 

６．９．６．３ ＳＳ－ＣＣＮＲ起動中ユーザＢがＳＳ－ＣＦＢを活性化する際の着ＰＩＮＸでの手順 

相互作用なし。 

 

６.９.７ 無応答時着信転送（ＳＳ－ＣＦＮＲ） 

ＪＳ－１３８７３に基づくＳＳ－ＣＦＮＲは、次の相互作用が適用される。 

 

６.９.７.１ ＳＳ－ＣＦＮＲの転送先ユーザに対してＳＳ－ＣＣＮＲを起動する際の発ＰＩＮＸでの手順 

6.9.5.1節の手順が適用される。 

 

６.９.７.２ ＳＳ－ＣＦＮＲをユーザＡが活性化した際の発ＰＩＮＸでの手順 

相互作用なし。 

 

６.９.７.３ ＳＳ－ＣＦＮＲ起動中ユーザＢがＳＳ－ＣＦＮＲを活性化する際の発ＰＩＮＸでの手順 

相互作用なし。 
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６.９.８ 呼毎着信転送（ＳＳ－ＣＤ） 

即時呼毎着信転送とのプロトコル相互作用は、ＳＳ－ＣＦＵの 6.9.5節での相互作用の仕様に従う。 

 

呼出しからの呼毎着信転送との相互作用は、ＳＳ－ＣＦＵの 6.9.7節での相互作用の仕様に従う。 

 

６.９.９ パス張り替え（ＡＮＦ－ＰＲ） 

相互作用なし。 

 

６.１０ パラメータ値（タイマ） 

６.１０.１ 発ＰＩＮＸのタイマ 

発ＰＩＮＸは以下のタイマを実装する。 

 

タイマＴ１:  要求プロテクション 

 

本タイマは ccbsRequest or  ccnrRequestインボークＡＰＤＵの送信で開始し応答受信で停止する。 

 

タイマＴ１が満了した場合、 ユーザＡへ実施不可が通知される。 

 

タイマＴ１の値は 10-30秒とする。 

 

タイマＴ２:ＳＳ－ＣＣ サービス持続時間 

 

本タイマは ccbsRequest又は ccnrRequestリターンリザルトＡＰＤＵの受信で開始し、ＣＣ呼の完了または

ＣＣ要求の解除により停止する。 

 

タイマＴ２が満了した場合、ＣＣ要求は解除される。 

 

タイマＴ２の値はインプリメントに依存する。 

 

タイマＴ３:リコール 

 

本タイマはＳＳ－ＣＣリコールのユーザＡへの通知を以て開始しユーザＡの応答で停止する。 

 

タイマＴ３が満了した場合ＣＣ要求は解除される。 

 

タイマＴ３の値は 10-30秒とする。 

 

タイマＴ４:パス確保プロテクション 

 

本タイマは ccPathReserve インボークＡＰＤＵの送信で開始し、ccPathReserve リターンリザルト又はリタ

ーンエラーＡＰＤＵ受信で停止する。 

 

タイマＴ４が満了した場合、ＣＣ要求は解除される。 
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タイマＴ４の値は 30-40秒とする。 

 

６.１０.２ 着ＰＩＮＸのタイマ 

なし。 
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付属資料 Ａ （規定） 
 

プロトコル実装適合性宣言（ＰＩＣＳ）  （ＪＳ－１３８７０） 

 

Ａ．１ はじめに 

本標準に適合したプロトコルの提供者は後述するプロトコル実装適合性宣言（ＰＩＣＳ）様式を完成しな

ければならない。 

 

作成するのはその実装したプロトコルに該当するＰＩＣＳである。ＰＩＣＳは実装したプロトコルの能力、

オプションについて作成された一覧表である。ＰＩＣＳには多くの利用法があり、それには以下のものが含

まれる。 

 
－ プロトコルを実施する者 ：見落としによって、標準への適合に失敗するリスクを減

らすためのチェックリスト。 

－ 実装の提供側側／受け手側 ：

    （又は潜在的な受け手） 

実装におけるその能力の詳細な表示を行う時に用いる。

標準へＰＩＣＳ様式で示された理解を得るための共通

の標準に対する比較として記述される。 

－ 実装のユーザ ：

    （又は潜在的なユーザ） 

他の実装されたものと、相互接続性の初期チェックを行

う場合の基準となる。相互接続性を保証することはでき

ないものの、ＰＩＣＳの不整合によって相互接続が失敗

することをある程度予測することができる。 

－ プロトコル試験者 ：実装適合性の要求内容を審査するために適当な試験を

選択するための基準となる。 

 

 

Ａ．２ ＰＩＣＳ作成の指針 

Ａ．２．１ ＰＩＣＳの全体構成 

ＰＩＣＳ様式は、定形の質問票であり、個々の項目がグルーピングされて分けられている。それぞれの項

目は、項目番号、項目名（答えるべき質問）と本標準の本文を参照するための章番号により識別される。 

 

“位置づけ”欄は、その項目が適用対象か、もしそうであれば必須かオプションかを示す。以下の記号が

使用される。 

 

m 必須（プロトコルの適合性のためにその能力が要求される。） 

 
o オプション（プロトコルの適合性のためにその能力は要求されない。しかし、その能力が

実装されている時には、プロトコルの仕様に適合しなければならない。） 

 
o.<n> オプションであるが同じ <n> 番号で示されるグループの中で少なくとも一つはサポート

しなければならない。 

 
x 禁止 

 
c.<cond> 条件指定。条件<cond>でリストされる項目、あるいは複数の項目のサポート状況に依存す

る。 

 
<item>:m 単純条件要求。<item>で示される項目番号がサポートされている場合は必須。そうでなけ
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れば適用対象外。 

 
<item>:o 単純条件要求。<item>で示される項目番号がサポートされている場合はオプション。そう

でなければ適用対象外。 

 

質問票への回答は、“サポート”欄に示すの選択技（YES か、NO か）または、“N/A（適用対象外）”

欄のいずれかをマークすることで行われる。 

 

Ａ．２．２ 付加情報 

付加情報の項目を用いて、提供者はＰＩＣＳの解釈を助けるために、追加の情報を与えることができる。

これは大量の情報を提供することを意図したり、またそれを期待するものでもなく、またＰＩＣＳはこのよ

うな情報がないと完成しないということを意味するものでない。多様な条件や環境の中で利用することが可

能な実装方法の一つについて、概要を記述するために用いることが（付加情報の）利用例にあげられる。 

 

付加情報項目への参照は質問事項のどの回答の後でも可能であり、また例外情報にも含まれることがある。 

 

Ａ．２．３ 例外情報 

提供者が、必須や禁止に位置づけられている項目に対して、（いくつかの条件が適用された後）要求され

ているものとは異なる方法で回答したい場合が生じるかもしれない。“サポート”欄に予め印刷された答え

が用意されていない場合は、その代わりに提供者は例外情報項目への参照のために“サポート”欄に x.<i>

を記入し、例外項目に対して適当な記述をすることが要求される。 

 

このように例外項目が要求されるものの実装は、本標準には適合しない。上の記述のような場合が生じる

一つの原因として本標準の欠陥により要求項目が実装に合わず、訂正の要求がなされていることもありうる。 
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Ａ．３ ＰＩＣＳ様式 

Ａ．３．１ 実装の識別 

 

提供者 

 

 

 

 

 

ＰＩＣＳに関する問い合わせ先 

 

 

 

 

 

実装名と実装のバージョン 

 

 

 

 

 

実装を完全に識別するために必要な他の情報 

（例）装置名またはＯＳ名とそのバージョン、シス

テム名 

 

 

 

 

最初の３項目はすべての実装に際して要求される。他の情報は、実装を完全に識別する要求を満たす上で、

必要に応じて記入すればよい。 

 

名前とバージョンは提供者の用語と適当に一致するように解釈されるべきである。（例：型、シリーズ、

モデル） 

 
Ａ．３．２ プロトコルの要約 

 

プロトコルのバージョン 1.0 

 

実装した追加規定 

（もし適用可能ならば） 
 

 

 

実装した追加  

 

例外項目の修正指定（A.2.3参照） 

 

 

 

No[  ] Yes[  ] 
（Yesの場合、その実装はこの標準に適合しないこ

とを意味する。） 

 

記入日  
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Ａ．３．３ 一般 

 

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

A1 該当ＰＩＮＸは発信ＰＩＮＸとして動作する。  o.1  Yes[]  No[] 

A2 該当ＰＩＮＸは着信ＰＩＮＸとして動作する。  o.1  Yes[]  No[] 

A3 ＣＣＢＳをサポート  o.2  Yes[]  No[] 

A4 ＣＣＮＲをサポート  o.2  Yes[]  No[] 

A5 着信呼ゲートウエイ機能  o  Yes[]  No[] 

A6 発信呼ゲートウエイ機能  o  Yes[]  No[] 

A7 パス非確保方式をサポート  m  Yes[] No[] 

A8 パス確保方式をサポート  c.0  m:Yes[] 

o:Yes[] No[] 

A9 サービス解除オプションをサポート  o  Yes[] No[] 

A10 ＪＳ－１１５７２とＪＳ－１１５８２の関連処理

のサポート 
6.2 m  Yes[] 

 
c.0： A2の場合は必須、それ以外はオプション 
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Ａ．３．４ 発信ＰＩＮＸの手順 

この表は A1をサポートしている場合のみ有効 

 

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

B1 ＣＣＢＳ起動 6.5.2.1.1 

6.5.2.1.3 

A3:m [] m:Yes[] 

B2 ＣＣＮＲ起動 6.5.2.1.2 

6.5.2.1.3 

A4:m [] m:Yes[] 

B3 コネクション保持方式の手順 6.5.2.1 m  Yes[] 

B4 コネクション解放方式の手順 6.5.2.1 A8:m [] m:Yes[] 

B5 ユーザＢ空通知受信時の手順 6.5.2.1.4 m  Yes[] 

B6 パス確保なしのＣＣ呼設定 6.5.2.1.5 m  Yes[] 

B7 パス確保有りの ＣＣ呼設定 6.5.2.1.6 A8:o [] o:Yes[] No[] 

B8 パス非確保方式、ユーザＡビジー 6.5.2.1.7 m  Yes[] 

B9 パス確保方式、ユーザＡビジー 6.5.2.1.8 

6.5.2.1.9 

A8:m [] m:Yes[] 

B10 ＣＣ要求の解除 6.5.2.1.10 m  Yes[] 

B11 例外手順 

ＣＣ呼通知の失敗 
6.5.2.2.1 
から 

6.5.2.2.5 

m  Yes[] 

B12 ＣＣ呼通知の失敗 

ユーザＢ再ビジーの保持サービス 
6.5.2.2.6 A9:m [] m:Yes[] 

B13 ＣＣ呼通知の失敗 

ユーザＢ再ビジーの解放サービス 

ユーザＡへの通知失敗 

6.5.2.2.6 o.1  Yes[] No[] 

B14 ＣＣ呼通知示の失敗 

ユーザＢ再ビジーの解放サービス 

ＳＳ－ＣＣＢＳ自動再起動 

6.5.2.2.6 o.1  Yes[] No[] 
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Ａ．３．５ 着ＰＩＮＸの手順 

このテーブルはＡ２をサポートしている場合のみ有効 

 

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

C1 ＣＣＢＳ起動 6.5.3.1.1 

6.5.3.1.3 

A3:m [] m:Yes[] 

C2 ＣＣＮＲ起動 6.5.3.1.2 

6.5.3.1.3 

A4:m [] m:Yes[] 

C3 コネクション保持方式の手順 6.5.3.1 m  Yes[] 

C4 コネクション解放方式の手順 6.5.3.1 m  Yes[] 

C5 ユーザＢ空き通知受信時の手順 6.5.3.1.4 m  Yes[] 

C6 パス確保なしのＣＣ呼受付 6.5.3.1.5 m  Yes[] 

C7 パス確保有りのＣＣ呼受付 6.5.3.1.6 m  Yes[] 

C8 ＣＣＢＳ／ＣＣＮＲの一時停止／再開 6.5.3.1.7 m  Yes[] 

C9 ＣＣ要求解除 6.5.3.1.8 m  Yes[] 

C10 例外手順 

ＣＣ呼通知時、ユーザＢ再ビジー 
6.5.3.2.1 

6.5.3.2.2 

6.5.3.2.3 

6.5.3.2.5 

m  Yes[] 

C11 ユーザＢ再ビジーの解放サービス 6.5.3.2.4 A9:m [] m:Yes[] 

C12 ユーザＢ再ビジーの保持サービス 6.5.3.2.4 m  Yes[] 
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Ａ．３．６ 着ＰＩＮＸの手順 

この表は A5又は A6をサポートしている場合のみ有効 

 

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

D1 ＣＣＢＳ要求が公衆ＩＳＤＮから受信された場合

のインタワーク 
6.6.1 A5:o.1 [] o:Yes[] No[] 

D2 ＣＣＢＳ／ＣＣＮＲ要求が非ＩＳＤＮから受信さ

れた場合のインタワーク 
6.7.1 A5:o.1 [] o:Yes[] No[] 

D3 ＣＣＢＳ要求が公衆網へ送出時のインタワーク 6.6.2 A6:o.2 [] o:Yes[] No[] 

D4 ＣＣＢＳ／ＣＣＮＲ要求が非ＩＳＤＮへ送出時の

インタワーク 
6.7.2 A6:o.2 [] o:Yes[] No[] 
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Ａ．３．７ コーディング 

 

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

E1 ccbsRequestインボーク注記 ＡＰＤＵの送信及び受信 6.3.1 A3:m [] m:Yes[] 

E2 ccnrRequestインボーク注記 ＡＰＤＵの送信及び受信 6.3.1 A4:m [] m:Yes[] 

E3 ccCancelインボークＡＰＤＵの送信及び受信 6.3.1 m  Yes[] 

E4 ccExecPossibleインボークＡＰＤＵの送信 6.3.1 c.1 [] m:Yes[] 

E5 ccExecPossibleインボークＡＰＤＵの受信 6.3.1 c.2 [] m:Yes[] 

E6 ccPathReserve インボークＡＰＤＵの送信とリター

ンリザルトまたはリターンエラーＡＰＤＵの送信 
6.3.1 c.3 [] m:Yes[] 

o:Yes[] No[] 

E7 ccPathReserve インボークＡＰＤＵの受信とリター

ンリザルトまたはリターンエラーＡＰＤＵの送信 
6.3.1 c.1 [] m:Yes[] 

E8 ccRingoutインボークＡＰＤＵの送信と 

リターンエラーＡＰＤＵの受信 
6.3.1 c.2 [] m:Yes[] 

E9 ccRingoutインボークＡＰＤＵの受信と 

リターンエラーＡＰＤＵの送信 
6.3.1 c.1 [] m:Yes[] 

E10 ccSuspendインボークＡＰＤＵの送信 6.3.1 c.2 [] m:Yes[] 

E11 ccSuspendインボークＡＰＤＵの受信 6.3.1 c.1 [] m:Yes[] 

E12 ccResumeインボークＡＰＤＵの送信 6.3.1 c.2 [] m:Yes[] 

E13 ccResumeインボークＡＰＤＵの受信 6.3.1 c.1 [] m:Yes[] 

 
c.1： （A2または A6）の場合は必須、それ以外は N/Aとなる。 

c.2： （A1または A5）の場合は必須、それ以外は N/Aとなる。 

c.3： （A1または A8）の場合は必須、それ以外は D2ならばオプションとそうでないならば N/Aとなる。 

                                                                 

注記：原文には“invoke”が含まれないが誤りと思われるため追加した。 
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Ａ．３．８ ＳＳ－ＣＣＢＳとＳＳ－ＣＦＵ／ＳＳ－ＣＤＩ間の相互作用 

 

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

F1 ＳＳ－ＣＦＵとＳＳ－ＣＤＩのサポート  o  Yes[] No[] 

F2 ＳＳ－ＣＦＵ／ＳＳ－ＣＤＩ転送先にてのＳＳ－

ＣＣＢＳ起動のための発信ＰＩＮＸ手順 
6.8.5.1 c.1 [] Yes[] No[] 

 
c.1： F1と A1と A3の場合はオプション、それ以外は N/Aとなる。 

 
Ａ．３．９ ＳＳ－ＣＣＢＳとＳＳ－ＣＦＢ間の相互作用 

 

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

G1 ＳＳ－ＣＦＢのサポート  o  Yes[] No[] 

G2 ＳＳ－ＣＦＢ転送先にてのＳＳ－ＣＣＢＳ起動の

ための発信ＰＩＮＸ手順 
6.8.6.1 c.1 [] Yes[] No[] 

 
c.1： G1と A1と A3の場合はオプション、それ以外はＮ／Ａとなる。   

 
Ａ．３．１０ ＳＳ－ＣＣＮＲとＳＳ－ＣＦＵ／ＳＳ－ＣＤＩ間の相互作用 

 

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

H1 ＳＳ－ＣＦＵ／ＳＳ－ＣＤＩのサポート  o  Yes[] No[] 

H2 ＳＳ－ＣＦＵ／ＳＳ－ＣＤＩ転送先にてのＳＳ－

ＣＣＮＲからの発信ＰＩＮＸ手順 
6.9.5.1 c.1 [] Yes[] No[] 

 
c.1： H1と A1と A4の場合はオプション、それ以外は N/Aとなる。   
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Ａ．３．１１ ＳＳ－ＣＣＮＲとＳＳ－ＣＦＢ間の相互作用 

 

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

I1 ＳＳ－ＣＦＢのサポート  o  Yes[] No[] 

I2 ＳＳ－ＣＦＢ転送先にてのＳＳ－ＣＣＮＲからの

発信ＰＩＮＸ手順 
6.9.6.1 c.1 [] Yes[] No[] 

 
c.1： I1と A1と A4の場合はオプション、それ以外は N/Aとなる。 

 
Ａ．３．１２ ＳＳ－ＣＣＮＲとＳＳ－ＣＦＮＲ／ＳＳ－ＣＤＡ間の相互作用 

 

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

J1 ＳＳ－ＣＦＮＲとＳＳ－ＣＤＡのサポート  o  Yes[] No[] 

J2 ＳＳ－ＣＦＮＲ／ＳＳ－ＣＤＡ転送先にてのＳＳ

－ＣＣＮＲ起動のための発信ＰＩＮＸ手順 
6.9.7.1 c.1 [] Yes[] No[] 

 
c.1： J1と A1と A4の場合はオプション、それ以外は N/Aとなる。 
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Ａ．３．１３ タイマ 

 

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

K1 タイマＴ１のサポート 6.10.1 A1:m [] m:Yes[] 

Value: 

K2 タイマＴ２のサポート 6.10.1 A1:m [] m:Yes[] 

Value: 

K3 タイマＴ３のサポート 6.10.1 A1:m [] m:Yes[] 

Value: 

K4 タイマＴ４のサポート 6.10.1 c.1 [] m:Yes[] 

Value: 

 
c.1： （A1または A8）の場合は必須、それ以外は N/Aとなる。 
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付属資料 Ｂ （参考） 
 

インポートされるＡＳＮ．１ 定義 

 

本付属資料の内容は、他で定義される重複したＡＳＮ．１定義を削除するために削除した。 
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付属資料 Ｃ （参考） 
 

メッセージシーケンス例 

 

本付属資料はＳＳ－ＣＣＢＳ及びＳＳ－ＣＣＮＲに関する代表的なメッセージの流れをいくつかに分け

て説明する。以下の規約が付属資料の図で使用される。 

 

１．以下の表記を使用する。 

    呼と関連したプロトコルメッセージ 

 ＰＩＮＸでの呼と独立したプロトコルメッセージとＰＩＮＸ － 

ユーザ間のプリミティブサービス 

 
SETUP    メッセージ名 

Cx    接続×の番号 

xxx.inv    オペレーション xxxに関するインボークＡＰＤＵ 

xxx.rr    オペレーション xxxに関するリターンリザルト ＡＰＤＵ 

xxx.re    オペレーション xxxに関するリターンエラー ＡＰＤＵ 

 

２．図には、発信ＰＩＮＸ（ＰＩＮＸ Ａ）と中継ＰＩＮＸ間及び中継ＰＩＮＸと着信ＰＩＮＸ（ＰＩＮＸ Ｂ）

間のプロトコル制御により交換されるメッセージが表示されている。ＳＳ－ＣＣに関するメッセージの

みを表示する。 

 

注 － 中継ＰＩＮＸは、ＳＳ－ＣＣのオペレーションではアクティブな要素にはならない。 

 

３．関連する情報の内容だけ（ＳＳ－ＣＣ-ＡＰＤＵ）が各メッセージ名の下にリストアップされる。ＳＳ－

ＣＣ-ＡＰＤＵを含むファシリティ情報要素は明示的に表示しない。ＳＳ－ＣＣに影響しない情報も表示

しない。 

 

４．ユーザとの特定の相互作用については、シンボルプリミティブの形式で表示する。端末インタフェース

における実際のプロトコルは、本標準の対象範囲外とする。 

 

５．各両方エンド間信号接続（呼に関連したまたは呼に関連しない）には番号（Cx）が割り当てられている。

各メッセージ名の後に、それに関する個々の信号接続の番号を追記している。 
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Ｃ．１ ＣＣＢＳ成功シーケンス 

Ｃ．１．１ パス確保、接続解放方式 

付図 C.1/JS-13870はＣＣＢＳ登録とパス確保、接続解放方式のメッセージシーケンス例である。 

この信号接続は解放するまでのモニターフェーズを表している。 

 
      ユーザＡ ＰＩＮＸ Ａ 中継ＰＩＮＸ ＰＩＮＸＢ ユーザＢ

 
    
   
 
   
 
 
    
  
                
  
 
 
  
 
 
    
  
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
    
                 
    
                         
 
    
 
                        
  
                       
               
    
                          
 
 
  
 
                       

呼リコール応答

リコール通知

ＣＣＢＳ確認

ＣＣＢＳ要求

呼出通知 

ユーザＢモニタ中 

経過表示(C3) 

呼出(C3) 

ccRingout.inv

呼設定受付(C3) 

ccPathReserve.inv 

解放完了(C2) 

解放(C2)

解放(C1)

呼設定受付(C2) 

呼設定(C2)

解放完了(C1) 

呼設定(C1)

ccPathReserve.rr 

ファシリティ(C3) 

呼設定(C3)

ccExecPossible.inv 

ccbsRequest.rr 

ccbsRequest.inv 
呼設定受付(C1) 

経過表示(C3)

ccPathReserve.rr

ファシリティ(C3)

ccRingout.inv

呼出(C3)

呼設定受付(C3)

ccPathReserve.inv

呼設定(C3)

解放完了(C2)

解放(C2)

呼設定受付(C2)

ccExecPossible.inv

呼設定(C2)

ccbsRequest.rr

解放完了(C1)

解放(C1)

呼設定受付(C1)

ccbsRequest.inv

呼設定(C1) 

 

 

 

通常のＡ－Ｂ間基本呼 

 
付図 C.1/JS-13870 － パス確保ＣＣＢＳ成功からのメッセージフロー例 
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Ｃ．１．２ パス非確保 

付図 C.2/JS-13870はＣＣＢＳ登録とパス非確保のメッセージシーケンス例である。 

この信号接続は解放するまでのモニターフェーズを表している。 

 
 ユーザＡ ＰＩＮＸ Ａ 中継ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ Ｂ ユーザＢ 
 
 ＣＣＢＳ要求 呼設定(C1) 呼設定(C1） 
  ccbsRequest.inv ccbsRequest.inv 
 
  呼設定受付(C1) 呼設定受付(C1) 
  
 
 ＣＣＢＳ確認 応答(C1) 応答(C1) 
  ccbsRequest.rr ccbsRequest.rr 
 
  応答確認(C1) 応答確認(C1) 
 
 
 ユーザＢモニタ中 
 
 リコール通知 ファシリティ(C1) ファシリティ(C1) ユ

  ccExecPossible.inv ccExecPossible.inv 
 

呼 リコール応答 呼設定(C2) 呼設定(C2) 
  ccRingout.inv ccRingout.inv 
 
  呼設定受付(C2) 呼設定受付(C2) 
 
 
  呼出通知 呼出(C2) 呼出(C2) 
 
 
  解放(C1) 解放(C1) 
 
 
  解放完了(C1) 解放完了(C1) 
 
 
 
 通常のＡ－Ｂ間基本呼 
 

 

 

 
付図 C.2/JS-13870 － パス非確保ＣＣＢＳ成功からのメッセージフロー例 
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Ｃ．２ ＣＣＮＲ成功シーケンス 

付図 C.3/JS-13870はＣＣＮＲ登録と非接続保持方式のメッセージシーケンス例である。 

 
 ユーザＡ ＰＩＮＸ Ａ 中継ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ Ｂ ユーザＢ 
 
 ＣＣＮＲ要求 呼設定(C1) 呼設定(C1) 
  ccnrRequest.inv ccnrRequest.inv 
 
  呼設定受付(C1) 呼設定受付(C1) 
    
 
 ＣＣＮＲ確認 解放(C1) 解放(C1) 
  ccnrRequest.rr ccnrRequest.rr 
 
  解放完了(C1) 解放完了(C1) 
 
 
 付図.C-1/JS-13870注記 のＳＳ－ＣＣＢＳと同様にユーザＢのモニタ継続 
 
 

 

 
付図 C.3/JS-13870 － ＣＣＮＲ成功からのメッセージフロー例 

                                                                 

注記 ：原文では“図B-1”となっているが誤りのため修正した。 
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Ｃ．３ ユーザＡビジー 

Ｃ．３．１ パス確保方式 

付図 C.4/JS-13870は CC登録から両ユーザ空きにてＣＣ呼パス確保が動作し、ユーザＢが空きでユーザＡ

がビジーの場合のサブシーケンス例である。 

この信号接続は解放するまでを表している。 

 
 ユーザＡ ＰＩＮＸ Ａ 中継ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ Ｂ ユーザＢ 
 
 
 ユーザＢモニタ中 
 
  ファシリティ(C1) ファシリティ(C1)  
  ccExecPossible.inv ccExecPossible.inv 
 
 ユーザＡ ｵﾌﾟｼｮﾝ：ファシリティ(C1) ｵﾌﾟｼｮﾝ：ファシリティ(C1) 
 ビジー通知 ccSuspend.inv ccSuspend.inv 
 
 
 ユーザＡモニタ中 
 
 
 ユーザＡ 呼設定(C2) 呼設定(C2) 
 空き通知 ccPathReserve.inv ccPathReserve.inv 
 
  呼設定受付(C2) 呼設定受付(C2) 
 
 
 リコール通知 経過表示(C2) 経過表示(C2) 
  ccPathReserve.rr ccPathReserve.rr 
 
 リコール応答 ファシリティ(C2) ファシリティ(C2)  
  ccRingout.inv ccRingout.inv 
 
 呼出通知 呼出(C2) 呼出(C2) 
    
 
  解放(C1) 解放(C1) 
 
 
  解放完了(C1) 解放完了(C1) 
 
 
 
 通常のＡ－Ｂ間基本呼 

呼

呼設定要求

空き通知

ユーザＢ

 

 

 

 
付図 C.4/JS-13870 － ユーザＡビジー、パス確保方式のメッセージフロー例 
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Ｃ．３．２ パス非確保方式 

付図 C.5/JS-13870は CC登録から両ユーザ空きにてＣＣ呼パス非確保が動作し、ユーザＢが空きでユーザ

Ａがビジーの場合のサブシーケンスである。 

 
 ユーザＡ ＰＩＮＸ Ａ 中継ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ Ｂ ユーザＢ 
 
 
 ユーザＢモニタ中 
 
  ファシリティ(C1) ファシリティ(C1) 
  ccExecPossible.inv ccExecPossible.inv 
 
 ユーザＡ ｵﾌﾟｼｮﾝ：ファシリティ(C1)注記  ｵﾌﾟｼｮﾝ：ファシリティ(C1)注記

 話中通知 ccSuspend.inv ccSuspend.inv 
 
 
 ユーザＡモニタ中 
 
 ユーザＡ ファシリティ(C1) ファシリティ(C1) 
 空き通知 ccResume.inv ccResume.inv 
 
 
 ユーザＢモニタ中 
 
 リコール通知 ファシリティ(C1) ファシリティ(C1) 
  ccExecPossible.inv ccExecPossible.inv 
 
 リコール応答 呼設定(C2) 呼設定(C2) 
  ccRingout.inv ccRingout.inv 
 
  呼設定受付(C2) 呼設定受付(C2) 
 
 
 呼出通知 呼出(C2) 呼出(C2) 
 
 
  解放(C1) 解放(C1) 
 
 
  解放完了(C1) 解放完了(C1) 
  
 
 
 通常のＡ－Ｂ間基本呼 

ユ

呼

呼

ユ

 
 

 

 
付図 C.5/JS-13870 － ユーザＡビジー、パス非確保方式のメッセージフロー例 

                                                                 

注記 ：原文では「オプション」となっていないが、誤りと思われるため追記した。 
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ーザＢ

空

空
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Ｃ．４ ユーザＢ再ビジー 

Ｃ．４．１ パス確保方式 

付図 C.6/JS-13870はＣＣ呼パス非確保が動作し、ユーザＢが再ビジーの場合の方式である。 

 
 ユーザＡ ＰＩＮＸ Ａ 中継ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ Ｂ ユーザＢ 
 
 
 ユーザＢモニタ中 
 
  ファシリティ(C1) ファシリティ(C1)  
  ccExecPossible.inv ccExecPossible.inv 
 
  呼設定(C2) 呼設定(C2) 
  ccPathReserve.inv ccPathReserve.inv 
 
  呼設定受付(C2) 呼設定受付(C2) 
 
 
  切断(C2) 切断(C2)  
  ccPathReserve.re ccPathReserve.re 
 
  解放(C2) 解放(C2) 
 
 
  解放完了(C2) 解放完了(C2) 
 
 
 
 ユーザＢモニタ中 

ユーザＢ

ユーザＢ

空き通知

 

 

 

 
付図 C.6/JS-13870 － ユーザＢビジー、パス確保方式のメッセージフロー例 
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Ｃ．４．２ パス非確保、サービス解除方式のＣＣ呼 

付図 C.7/JS-13870はパス非確保のＣＣ呼が動作し、ユーザＢが再ビジーからサービス提供不可時の処理で

ある。 

 
 ユーザＡ ＰＩＮＸ Ａ 中継ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ Ｂ ユーザＢ 
 
 
 ユーザＢモニタ中 
 
 リコール通知 ファシリティ(C1) ファシリティ(C1)  
  ccExecPossible.inv ccExecPossible.inv  
 
 リコール応答 呼設定(C2) 呼設定(C2)  
  ccRingout.inv ccPathReserve.inv 
 
  呼設定受付(C2) 呼設定受付(C2) 
 
 
 不完了通知 切断(C2) 切断(C2)  
  ccRingout.re ccRingout.re 
 
  解放(C2) 解放(C2) 
 
 
  解放完了(C2) 解放完了(C2) 
 
 
  解放(C1) 解放(C1) 
 
 
  解放完了(C1) 解放完了(C1) 
 
 
 
 ユーザＢモニタ中 

呼設定拒否

呼設定要求

ユーザＢ

空き通知

 

 

 
付図 C.7/JS-13870 － ユーザＢビジー、サービス解除方式のメッセージフロー例 
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Ｃ．４．３ パス非確保、サービス保持方式のＣＣ呼 

付図 C.8/JS-13870はパス非確保のＣＣ呼が動作し、ユーザＢが再ビジーからサービス提供不可時の処理で

ある。 

 
 ユーザＡ ＰＩＮＸ Ａ 中継ＰＩＮＸ ＰＩＮＸ Ｂ ユーザＢ 
 
 
 ユーザＢモニタ中 
 
 リコール通知 ファシリティ(C1) ファシリティ(C1)  
  ccExecPossible.inv ccExecPossible.inv  
 
 リコール応答 呼設定(C2) 呼設定(C2)  
  ccRingout.inv ccPathReserve.inv 
 
  呼設定受付(C2) 呼設定受付(C2) 
 
 
 不完了通知 切断(C2) 切断(C2)  
  ccRingout.inv ccRingout.inv 
 
  解放(C2) 解放(C2) 
 
 
  解放完了(C2) 解放完了(C2) 
 
 
 
 ユーザＢモニタ中 

呼設定拒否

ユーザＢ

呼設定要求

空き通知

 

 

 

 
付図 C.8/JS-13870 － ユーザＢビジー、サービス保持方式のメッセージフロー例 
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付属資料 Ｄ （参考） 
 

仕様記述言語ＳＤＬ手順表現 

 

この附属資料の図はＩＴＵ－Ｔ Ｚ．１００で定義されたＳＤＬ（仕様記述言語）を使用する。 

 

各図はＰＩＮＸの特定タイプで、呼完了付加サービス制御のエンティティの動作を表現する。JS-11578に

より記述されたプロトコルモデルにしたがって、付加サービスエンティティは汎用ファンクショナル転送制

御と基本呼制御のサービスをコーディネーション機能経由で使用する。 

 

ここで出力シンボルはコーディネーション機能へのプリミティブを表し、そのプリミティブが送信メッセ

ージとなり、出力シンボルはメッセージの名前とそのメッセージ内に含まれるリモートオペレーションＡＰ

ＤＵを示す。ＪＳ－１１５７２で定義されたメッセージの場合、そのメッセージの送信と関連する基本呼の

動作が発生するとみなす。呼と独立したメッセージの場合、ＪＳ－１１５８２の 7.3 節にしたがったメッセ

ージの送信に関連する動作が発生するとみなす。 

 

ここで入力シンボルはコーディネーション機能からのプリミティブを表し、そのプリミティブは受信した

メッセージの結果であり、それの入力信号はメッセージの名前とそのメッセージに含まれるリモートオペレ

ーションＡＰＤＵを示す。ＪＳ－１１５７２で定義されたメッセージの場合、そのメッセージの受信と関連

した基本呼動作が発生するとみなす。呼と独立したメッセージの場合、 ＪＳ－１１５８２の 7.3節にしたが

ったメッセージの受信に関連する動作が発生するとみなす。 

 

以下の略号が使用される。 

 
BC  基本呼 

conn  コネクション 

cfm  確認 

err  リターンエラーＡＰＤＵ 

ind  表示 

inv  インボークＡＰＤＵ 

res  リターンリザルトＡＰＤＵ 

sig  信号 

 

Ｄ．１ 発ＰＩＮＸの動作 

付図 D.1/JS-13870から付図 D.10/JS-13870は発ＰＩＮＸでの動作を示す。 

 

プリミティブの記述は、入力信号は「左から」、出力信号は「左へ」とする。 

 

－ サービス対象ユーザ（ユーザＡ）「からの」または「への」 

 

－ 基本呼制御「からの」または「への」；これらのプリミティブは「BC」を前に付け示す。 

 

－ 内部信号、例えばタイマ満了 

 

 － 59 － ＪＳ－１３８７０ 



 

右からの入力信号と右への出力信号は、SS制御情報を伝える SS制御エンティティ（着ＰＩＮＸ）へのメ

ッセージを表す。ＪＳ－１１５８２の 7.3節にしたがうメッセージ（信号コネクション）は ‘ sc ’ によって

示す。 ‘ sc ’ の付かないメッセージは呼と関連する。 
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CC-空き 

 
 注 注 

 ＣＣＢＳ要求 ＣＣＮＲ要求 呼設定(sc) 呼設定(sc) 解放(sc) 

 ユーザＡより ユーザＡより ccExecPossible.inv ccCancel.inv 

 
 呼設定(SC) 呼設定(SC) 解放(sc)注記  解放(sc) 

 ccbsRequest.inv ccbsRequest.inv ccCancel.inv 

 

 
 タイマＴ１開始 CC-空き CC-空き CC-空き 

 
 CC-起動確認待ち 注:この事象はエラー状態においてのみ発生しうる。 

 

 
 応答(sc) 解放(sc) 信号コネクション 解放(sc)注記

 ccbsRequest.res／ ccbsRequest.res／ 不完了 ccbsRequest.res／ 

 ccnrRequest.res ccnrRequest.res ccnrRequest.res 

 
 タイマＴ１停止 タイマＴ１停止 タイマＴ１満了 

 
 タイマＴ２開始 タイマＴ２開始 タイマＴ１停止 

 
 ＣＣ要求保存 ＣＣ要求保存 

 

 yes yes yes 
 再起動？ 再起動？ 再起動？ 

 no no no 
 “ＣＣ要求受付” “ＣＣ要求受付” CC不完了通知 “ＣＣ要求拒否” 

 ユーザＡへ ユーザＡへ ユーザＡへ ユーザＡへ 

 

 
 CC-起動-ユーザＡ CC-起動-ユーザＡ CC-空き 

 -コネクション保持 -コネクション解放 

 

 
付図 D.1/JS-13870 － 発ＰＩＮＸの動作 

                                                                 

注記 ：原文には「(sc)」が無いが、誤りと思われるため追加した。 
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CC-起動-ユーザＡ 

-コネクション保持 

 

 

 
 ファシリティ(sc) タイマＴ２満了 ＣＣ解除要求 解放(sc)  

 ccExecPossible.inv ユーザＡより ccCancel.inv 

 
 yes ＣＣ解除通知 タイマＴ２ タイマＴ２ 

 ユーザＡビジー？ ユーザＡへ 停止 停止 

 no 
 yes ＣＣ解除通知 

 パス保持？ 解放(sc) ユーザＡへ 

 no ccCancel.inv 

 yes 
 パス保持？ 

 ＣＣ要求削除 

 信号コネクション no 中断オプション 

 解放可？ 無 有 CC-空き 

 yes no 

 
 信号コネクション 信号コネクション 

 解放(sc) 解放可？ 解放可？ 

 yes no no yes 

 
 ファシリティ(sc) 

 CCリコール通知 呼設定 ファシリティ(sc) 解放(sc) ccSuspend.inv 

 ユーザＡへ ccPathReserve.inv ccSuspend.inv 
 解放(sc) 

 ccSuspend.inv 
 タイマＴ３ タイマＴ４ 

 開始 開始 

 

 
 CC-ユーザＡ応答 CC-パス設定 CC-中断-ユーザＡ CC-ユーザＡ 

 待ち-パス非確保 空き待ち 

 
付図 D.2/JS-13870 － 発ＰＩＮＸの動作（続き） 
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CC-起動-ユーザＡ 

-コネクション解放 

 

 
 呼設定(sc) 呼設定(sc) ＣＣ解除要求 タイマＴ２満了 

 ccExecpoPossible.inv ccCancel.inv ユーザＡより 

 

 
 解放(sc) タイマＴ２ ＣＣ解除通知 

 停止 ユーザＡへ 

 
 タイマＴ２ 

 停止 

 
 ＣＣ解除通知 呼設定(sc) 

 ユーザＡへ ccCancel.inv 

 

 yes 
 ユーザＡビジー 

 no ＣＣ要求 

 削除 

 解放(sc) 

 CC-空き 

 中断 

 オプション 

 呼設定 無 有 

 ccPathReserve.inv 

 
 解放(sc) 解放(sc) 

 タイマＴ４ ccSuspend.inv 

 開始 

 

 
 CC-パス設定 CC-ユーザＡ 

 空き待ち 

 

 
付図 D.3/JS-13870 － 発ＰＩＮＸの動作（続き） 
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CC-中断ユーザＡ 

 

 

 
 “ ユーザＡ空 ” 解放(sc) ＣＣ解除要求 タイマＴ２満了 

 通知 ccCancel.inv ユーザＡより 

 

 
 タイマＴ２ タイマＴ２ ＣＣ解除通知 

 停止 停止 ユーザＡへ 

 

 
 ファシリティ(sc) ＣＣ解除通知 解放(sc) 

 ccResume.inv ユーザＡへ ccCancel.inv 

 

 
 ＣＣ要求 

 削除 

 

 
 CC-起動-ユーザＡ CC-空き 

 -コネクション保持 

 

 
付図 D.4/JS-13870 － 発ＰＩＮＸの動作（続き） 
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CC-ユーザＡ 

空き待ち 

 

 
 “ ユーザＡ空 ” 解放(sc) 呼設定(sc) ＣＣ解除要求 タイマＴ２満了 

 通知 ccCancel.inv ccCancel.inv ユーザＡより 

 
 呼設定 解放(sc) タイマＴ２ 解除通知 

 ccPathReserve.inv 停止 ユーザＡへ 

 

 
 タイマＴ４ 

 開始 タイマＴ２ 信号コネクション  no 

 停止 活性？ 

 yes 
 CC-パス設定 

 解除通知 解放(sc) 呼設定(sc) 

 ユーザＡへ ccCancel.inv ccCancel.inv 

 

 
 ＣＣ要求削除 

 

 
 CC-空き 

 

 

 
付図 D.5/JS-13870 － 発ＰＩＮＸの動作（続き） 
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CC-ユーザＡ応答待ち 

-パス非確保 

 

 

 
 CCリコール受付 解放(sc) タイマＴ３満了 タイマＴ２満了 

 ユーザＡより ccCancel.inv 

 

 
 タイマＴ３ 解放(sc) 

 停止 ccCancel.inv 延伸 

 解除 

 保存Ｔ２ 

 呼設定(sc) 

 ccRingout.inv 活性タイマ 

 (Ｔ２,Ｔ３)停止 CC-ユーザＡ応答待ち 

 -パス非確保 

  CC不完了通知 

 CC-リングアウト ユーザＡへ 

 

 
 ＣＣ要求 

 削除 

 

 
 CC-空き 

 

 

 
付図 D.6/JS-13870 － 発ＰＩＮＸの動作（続き） 
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CC-パス設定 

 
 Ａ 

 付図 D.8/JS-13870 

 経過表示 切断 CC不完了通知 

 ccPathReserve.res ccPathReserve.inv (輻輳) 

  付図 D.8/JS-13870 1 

 タイマＴ４ タイマＴ４ タイマＴ４ 

 停止 停止 不完了のため yes 停止 

 yes no no 2 
 ユーザＡビジー ユーザＢビジー  付図 D.8/JS-13870 

 no タイマＴ２ 終了 再試行 

 切断 yes 停止 タイマＴ２ 呼設定 

 ccSuspend.inv yes 停止 ccPatheReserve.inv 

 信号ｺﾈｸｼｮﾝ活性 信号ｺﾈｸｼｮﾝ活性 

 yes no 
 CCリコール通知 no 解放(sc) 

 ユーザＡへ CC-ユーサ A起動 タイマＴ４ 

 -コネクション保持 停止 

 
 CC-ユーザＡ ＣＣ解除通知 

 空き待ち ユーザＡへ CC-パス設定 

 no 
 CC-起動-ユーザＡ 信号ｺﾈｸｼｮﾝ活性 

 タイマＴ３ -コネクション解放 ＣＣ要求 

 停止 削除 yes 

 呼設定(sc) 

 解放(sc) ccCancel.inv 

 CC-ユーザＡ応答待ち ccCancel.inv 

 -パス非確保 CC-空き 

 

 

 
付図 D.7/JS-13870 － 発ＰＩＮＸの動作（続き） 
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 Ａ 

 付図 D.7/JS-13870 

 タイマＴ２満了 タイマＴ４満了 ＣＣ解除要求 

 ユーザＡより 

 
 ＣＣ解除通知 

 ユーザＡへ 
 延伸 解除 

 
 Ｔ２保存 活性タイマ 

 (Ｔ２,Ｔ４)停止 

  
 CC-パス設定 切断 

 
 1 ＣＣ要求 

 (付図 D.7/JS-13870 ) 削除 

 

 

 no 
 2 信号ｺﾈｸｼｮﾝ活性 

 (付図 D.7/JS-13870) 呼設定(sc) yes 

 CCリコール通知 呼設定 ccCancel.inv 

 ユーザＡへ ccPathReserve.inv 解放(sc) 

 ccCancel.inv 

 
 タイマＴ３ タイマＴ４ 

 開始 開始 CC-空き 

 

 
 CC-ユーザＡ応答待ち CC-パス設定 

 -パス非確保 

 

 
付図 D.8/JS-13870 － 発ＰＩＮＸの動作（続き） 
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CC-ユーザＡ応答待ち 

-パス確保 

 

 
 CCリコール受付 解放(sc) 呼設定(sc) タイマＴ３満了 

 ユーザＡより ccCancel.inv ccCancel.inv 

 
 タイマＴ３ yes 

 停止  解放(sc) 信号ｺﾈｸｼｮﾝ活性 

 
 no 解放(sc) 

 ファシリティ ccCancel.inv 

 ccRingout.inv 切断 切断(sc) 

 ccCancel.inv 切断 

 

 
 活性タイマ 

 CC-リングアウト (Ｔ２,Ｔ３)停止 

 
 CC不完了通知 

 ユーザＡへ 
 タイマＴ２満了 

 ＣＣ要求 

 削除 

 
 CC-空き 

 延伸 解除 

 
 Ｔ２保存 

 

 
 CC-ユーザＡ応答待ち 

 -パス確保 

 
付図 D.9/JS-13870 － 発ＰＩＮＸの動作（続き） 
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CC-リングアウト 

 

 

 
 呼出  又は 切断 BC不完了通知 

 応答 ccRingout.err no (CCコール) 

 サービス保持 yes 

 タイマＴ２ yes タイマＴ２ 

 停止 ユーザＢビジー タイマＴ２ 停止 

 no 停止 

 タイマＴ２ 信号ｺﾈｸｼｮﾝ活性 yes 

 停止 

 信号ｺﾈｸｼｮﾝ解放 信号ｺﾈｸｼｮﾝ活性 no CC-起動-ユーザＡ 

 yes no yes no -ｺﾈｸｼｮﾝ保持 

 解放(sc) 信号ｺﾈｸｼｮﾝ解放 

 yes CC-起動-ユーザＡ 

 ＣＣ要求 解放(sc) -ｺﾈｸｼｮﾝ解放 

 削除 no 信号ｺﾈｸｼｮﾝ活性 

 再起動 no 

 解放(sc) no yes yes 

 呼設定(sc) 解放(sc) 

 CC-空き ccbsRequest.inv ccCancel.inv 

 
 CC不完了通知 タイマＴ１ 

 ユーザＡへ 開始 

 タイマＴ２満了 

 ＣＣ要求 CC-起動確認待ち 

 削除 呼設定(sc) 

 ccCancel.inv 
 CC-空き 

 
 延伸 解除 

 no 
 Ｔ２保存 信号ｺﾈｸｼｮﾝ活性 切断 

 yes ccCancel.inv 

 
CC-リングアウト 切断 
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Ｄ．２ 着ＰＩＮＸの動作 

 

付図 D.11/JS-13870から付図 D.16/JS-13870は着ＰＩＮＸでの動作を示す。 

 

左からの入力信号と左への出力信号は、SS制御情報を伝える SS制御エンティティ（発ＰＩＮＸ）から、または SS

制御エンティティへのメッセージを表す。ＪＳ－１１５８２の 7.3 節にしたがうメッセージ（信号コネクション）は 

‘ sc ’ によって示す。 ‘ sc ’ の付かないメッセージは呼と関連する。 

 

プリミティブの記述は、入力信号は「左から」、出力信号は「左へ」とする。 

 

－ 被呼ユーザ（ユーザＢ）「からの」または「への」 

 

－ 基本呼制御「からの」または「への」；これらのプリミティブは「BC」を前に付け示す。 
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CC-空き 

 

 
 呼設定(sc) 呼設定(sc) 

 ccbsRequest.inv ccnrRequest.inv 

 

   
 要求受付可能？ 要求受付可能？ 

 
 yes 解放(sc) yes 解放(sc) 

 ＣＣ要求 ccbsRequest.err ＣＣ要求 ccnrRequest.err 

 保存 保存 

 CC-空き CC-空き 

 
 信号ｺﾈｸｼｮﾝ保持？ 信号ｺﾈｸｼｮﾝ保持？ 

   

 yes yes 
 応答(sc) 解放(sc) 応答(sc) 解放(sc) 

 ccbsRequest.res ccbsRequest.res ccnrRequest.res ccnrRequest.res 

 

 
 ユーザＢ空き ユーザＢ活性 

 監視 後空き監視 

 

 
 CC-起動-ユーザＢ CC-起動-ユーザＢ 

 

 
 注記1 注 注 注 

 呼設定(sc) 呼設定(sc) 呼設定(sc) 

 ccCancel.inv ccPathReserve.inv ccRingout.inv 

 
 解放(sc) 切断 切断 

  ccPathReserve.err ccRingout.err 

 

 
 注:この事象はエラー状態のみ発生する。 

 CC-空き 

no no

no no

 

 
付図 D.11/JS-13870 － 着ＰＩＮＸ動作 

                                                                 

注記：原文では出力となっているが、入力の誤りと思われる。（ただし、ここでは原文のまま記載した。） 
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CC-起動-ユーザＢ 

 

 

 
 ユーザＢ空き 呼設定(sc) 解放(sc) 解除要求 

 通知 ccCancel.inv ccCancel.inv 

 

 

 no no 
 信号コネクション 信号コネクション 

 活性？ 活性？ 

 yes yes 

 
 ファシリティ(sc) 呼設定(sc) 呼設定(sc) 解放(sc) 

 ccExecPossible.inv ccExecPossible.inv ccCancel.inv ccCancel.inv 
 注記 1  

 
 ＣＣ要求 

 削除 

 CC-呼完了待ち 注記 2  

 

 
 信号コネクション 

 活性？ yes 

 no 
 解放(sc) 

 

 
 CC-空き 
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注記 1：原文ではフロー線が無いが、誤りと思われるため追記した。 

注記 2：原文のままでは解放メッセージが２度送出されてしまう。（ただし、ここでは原文のまま記載した。） 
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CC-呼完了待ち 

 

 
 呼設定(sc) 解放(sc) ファシリティ解放(sc) 

 PathReserve.inv ccSuspend.inv 

 
 CC-呼完了待ち CC-中断-ユーザＢ 

 ユーザＢ 

 再ビジー？ yes 

 no 
 解除 解放(sc) 呼設定(sc) 

 経過識別子 切断 要求 ccCancel.inv ccCancel.inv 

 ccPathReserve.res ccPathResrve.err 

 
 CC-パス確保完了 CC-起動-ユーザＢ 解放(sc) 

 

 
 呼設定 

 ccRingout.inv 

 

 
 ユーザＢ   信号コネクション no 

 再ビジー？ no  活性？ 

 yes yes 
 BC呼設定通知 呼設定(sc) 

 ユーザＢへ ccCancel.inv 

 切断 

 ccRingout.err 

 
 CC-ユーザＢ 解放(sc) 

 呼出待ち ccCancel.inv 

 
 サービス保持？ no 

 
 yes 解放(sc) 

 
 CC-起動-ユーザＢ ＣＣ要求 ＣＣ要求 

 削除 削除 

 
 CC-空き CC-空き 
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CC-パス確保完了 

 

 
 ファシリティ 切断 呼設定(sc) 解放(sc) 切断 

 ccRingout.inv ccSuspend.inv ccCancel.inv ccCancel.inv ccCancel.inv 

 
 CC-呼完了待ち 

 
 ユーザＢ空き継続？ no 

 ＣＣ要求削除 

 yes 切断 

 ccRingout.err 
 BC呼設定通知 信号コネクション yes 

 ユーザＢへ 活性？ 

 no no 解放(sc) 

 サービス保持？ 

 yes 
 CC-ユーザＢ 

 呼出待ち CC-起動-ユーザＢ CC-空き 

 

 
 解除要求 

 

 

 
 no 信号コネクション 

 活性？ 

 yes 
 呼設定(sc) 

 ccCancel.inv 
 解放(sc) 

 ccCancel.inv 

 

 
 ＣＣ要求解除 

 

 

 
 CC-空き 
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CC-ユーザＢ 

呼出待ち 

 

 
 BC呼出 BC呼設定確立 BC解放 呼設定(sc) 解放(sc) 

 ユーザＢ ユーザＢ (ＣＣ呼) ccCancel.inv ccCancel.inv 

 

 
 呼出 応答 

 

 

 

 
 ＣＣ要求削除 

 

 

 

 
 yes 信号コネクション 

 活性？ 

 no 
 解放(sc) 

 

 

 
 CC-空き 
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CC-中断-ユーザＢ 

 

 
 ファシリティ(sc) 呼設定 呼設定(sc) 解放(sc) 解除要求 

 ccResume.inv ccPathReserve.inv ccCancel.inv ccCancel.inv 

 

 
 解放(sc) 

 

 
 ユーザＢ 信号コネクション 

 再ビジー？ yes yes 活性？ 

 no no 
 切断 解放(sc) 

 CC-起動-ユーザＢ ccPathReserve.err ccCancel.inv 

 
 経過表示 呼設定(sc) 

 ccPathReserve.res ccCancel.inv 

 
 CC-起動-ユーザＢ 

 
 CC-パス確保完了 ＣＣ要求解除 

 

 

 
 信号コネクション yes 

 活性？ 

 no 
 解放(sc) 

 

 

 
 CC-空き 
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付属資料 Ｅ （参考） 
 

関連標準 

 

ＩＴＵ－Ｔ 勧告 Ｑ．９５３．３:  1996、ビジー時再呼出 
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付属資料 Ｆ （参考） 
 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８／ｘ．２０９に準拠したＡＳＮ．１定義 

 

この付属資料は、第２版のＩＳＯ／ＩＥＣ １３８７０で規定されている全てのＡＳＮ．１モジュールをリストアッ

プしており、例えばＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９などに基づいている。ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８７０につい

ては、今版の ASN.1モジュール以降からは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６８０／Ｘ．６９０に準拠することとする。ライン

のコード化で変わらずに残り、このモジュールのバージョンはＱＳＩＧのベースとして使用されることに注意してく

ださい。今後の版でＸ．６８０／Ｘ．６９０ ＡＳＮ．１に基づいたモジュールの変更において、この付属資料のモジ

ュールは考慮されない。 

 

 

表 F.1 – ＳＳ－ＣＣオペレーション – ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０８／Ｘ．２０９に基づく 

_____________________________________________________________ 

SS-CC-Operations  { iso (1)  standard (0) pss1-call-completion (13870) operations (0)} 
DEFINITIONS EXPLICIT TAGS ::= 
BEGIN 
IMPORTS 
 OPERATION, 
 ERROR 
FROM   Remote-Operation-Notation { joint-iso-ccitt (2)  remote-operations (4)  notation (0)} 
 
 Extension  
FROM   Manufacturer-specific-service-extension-definition  
 {iso(1)standard (0) pss1-generic-procedures  (11582)    msi-definition (0)} 
 
 PSS1InformationElement 
FROM  pss1-generic-parameters-definition 
 { iso (1) standard (0)  pss1-generic-procedures (11582)  pss1-generic-parameters (6)} 
 
 PartyNumber, 
 PartySubaddress, 
 PresentedNumberUnscreened 
FROM  Addressing-Data-Elements 
 {iso(1) standard (0) pss1-generic-procedures (11582) addressing-data-elements (9)}  
 
supplementaryServiceInteractionNotAllowed 
FROM  General-Error-List 
 { ccitt (0)  recommendation (0)  q 950  general-error-list (1) } ; 
 
－ ＣＣ オペレーションとエラーのための型定義 
 
CcbsRequest ::= OPERATION 
 ARGUMENT 
  CcRequestArg 
 RESULT 
  CcRequestRes 
 ERRORS{ 
  shortTermRejection, 
  longTermRejection, 
  unspecified, 
  supplementaryServiceInteractionNotAllowed 
  } 
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CcnrRequest ::= OPERATION 
 ARGUMENT 
  CcRequestArg 
 RESULT 
  CcRequestRes 
 ERRORS{ 
  shortTermRejection, 
  longTermRejection, 
  unspecified , 
  supplementaryServiceInteractionNotAllowed 
  } 
 
CcCancel ::= OPERATION 
 ARGUMENT 
  CcOptionalArg 
 
CcExecPossible ::= OPERATION 
 ARGUMENT 
  CcOptionalArg 
 
CcPathReserve ::= OPERATION 
 ARGUMENT 
  CcExtension 
 RESULT 
  CcExtension 
 ERRORS { 
  remoteUserBusyAgain, 
  failureToMatch, 
  failedDueToInterworking, 
  unspecified 
  } 
 
CcRingout ::= OPERATION 
 ARGUMENT 
  CcExtension 
 ERRORS{ 
  remoteUserBusyAgain, 
  failureToMatch, 
  unspecified 
  } 
 
CcSuspend ::= OPERATION 
 ARGUMENT 
  CcExtension 
 
CcResume ::= OPERATION 
 ARGUMENT 
  CcExtension 
Unspecified ::= ERROR 
 PARAMETER 
  Extension 
 
－ ＣＣ データタイプのための型定義 
CcRequestArg ::= SEQUENCE {  
  numberA PresentedNumberUnscreened, 
  numberB PartyNumber, 
  service PSS1InformationElement, 
   － 以下の情報要素が使用可能。 
   － 伝達能力 
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   － 低位レイヤ整合性 
   － 高位レイヤ整合性 
  subaddrA [10]   PartySubaddress   OPTIONAL, 
  subaddrB [11]   PartySubaddress   OPTIONAL, 
  can-retain-service [12]    IMPLICIT   BOOLEAN  DEFAULT  FALSE, 
  retain-sig-connection [13]    IMPLICIT   BOOLEAN  OPTIONAL, 
   － TRUE：信号コネクション保持 
   － FALSE：信号コネクション解放 
   － 省略：信号コネクション解放または保持 
  extension CcExtension OPTIONAL 
  } 
 
CcRequestRes ::= SEQUENCE{ 
  no-path-reservation [0]  IMPLICIT  BOOLEAN  DEFAULT  FALSE, 
  retain-service [1]  IMPLICIT  BOOLEAN  DEFAULT  FALSE, 
  extension  CcExtension    OPTIONAL 
 } 
 
CcOptionalArg ::= CHOICE{ 
  fullArg [0]  IMPLICIT  SEQUENCE { 
    numberA PartyNumber, 
    numberB PartyNumber, 
    service  PSS1InformationElement, 
     － 以下の情報要素が使用可能。 
     － 伝達能力 
     － 低位レイヤ整合性 
     － 高位レイヤ整合性 
 
    subaddrA [10]  PartySubaddress OPTIONAL, 
    subaddrB [11]  PartySubaddress OPTIONAL, 
    extension   CcExtension  OPTIONAL 
    }, 
  extArg CcExtension 
 } 
 
CcExtension ::= CHOICE { 
  none  NULL, 
  single  [14]  IMPLICIT Extension, 
  multiple  [15]  IMPLICIT SEQUENCE OF  Extension 
  } 
 
－ オペレーションとエラーのための値定義 － 
 
 ccbsRequest  CcbsRequest ::= 40 
 ccnrRequest  CcnrRequest ::= 27 
 ccCancel   CcCancel ::= 28 
 ccExecPossible  CcExecPossible  ::= 29 
 ccPathReserve  CcPathReserve ::= 30 
 ccRingout   CcRingout ::= 31 
 ccSuspend  CcSuspend ::= 32 
 ccResume  CcResume ::= 33 
 shortTermRejection  ERROR  ::= 1010 
 longTermRejection  ERROR  ::= 1011 
 remoteUserBusyAgain  ERROR  ::= 1012 
 failureToMatch  ERROR  ::= 1013 
 failedDueToInterworking ERROR  ::= 1014 
 unspecified  Unspecified ::= 1008 
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END － ＳＳ－ＣＣオペレーションの終了 
_____________________________________________________________ 

 
 
 

_____________________________________________________________ 
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